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Ⅰ．  法人の概要  

１  建 学 の 精 神 ・ 教 育 理 念  

1880（ 明 治 13）年 、学 祖  藤 田 正 方 先 生 に よ っ て 創 立 さ れ た 本 学 は 、建 学

の 精 神「 花 咲 け 、薬 学・生 命 科 学 」を 基 盤 と し 、大 学 の 理 念 や 基 本 方 針 を 踏 ま

え 、教 育・研 究 上 の 目 的 を「 本 学 は 教 育 基 本 法 及 び 学 校 教 育 法 の 主 旨 に 従 い 、

ヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 精 神 に 基 づ い て 、視 野 の 広 い 、心 豊 か な 人 材 を 育 成 し 、薬 学

並 び に 生 命 科 学 の 領 域 に お け る 教 育 と 研 究 を 通 じ て 、 人 類 の 福 祉 と 世 界 の 平

和 に 貢 献 す る こ と を 目 的 と す る 」 と 定 め て い ま す 。  

さ ら に 、大 学 教 育 に お け る 三 つ の 方 針「 卒 業 認 定・学 位 授 与 の 方 針（ デ ィ プ

ロ マ ・ ポ リ シ ー ）、教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針（ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ）及

び 入 学 者 受 入 の 方 針（ ア ド ミ ッ シ ョ ン・ポ リ シ ー ）」を 制 定 し 、教 育 力 の 向 上

と 活 性 化 に 向 け て 全 学 的 に 取 り 組 ん で い く と と も に 、 研 究 面 に お い て は 、 薬

学 、生 命 科 学 領 域 の 最 先 端 の 研 究 活 動 を 展 開 す る こ と で 、革 新 的・創 造 的 な 研

究 成 果 を 生 み 出 し 、こ れ を 広 く 社 会 に 還 元 す る こ と を 目 指 す 等 、本 学 の 教 育・

研 究 機 関 と し て の 社 会 的 な 役 割 を 果 た す べ く 尽 力 し て い ま す 。  

薬 学 や 生 命 科 学 は 、 ヒ ト の 身 体 に 関 す る だ け で は な く 人 間 心 理 や 生 き 方 に

ま で 広 が る 深 い 学 問 領 域 で あ り 、 さ ら に 医 療 分 野 の 社 会 貢 献 に 期 待 が 大 き い

領 域 で も あ り ま す 。そ し て「 人 こ そ が 、東 京 薬 科 大 学 の 宝 」で あ り 、学 生 を 大

事 に し た 教 育 を 、教 育 職 員 と 事 務 職 員 が 協 働 し て 推 進 す る こ と で 、主 体 的 に 物

事 を 捉 え 、 い か な る 状 況 に お い て も 対 応 で き る 課 題 探 求 ・ 問 題 解 決 能 力 を 有

し 、高 い 使 命 感 や 倫 理 観 を 併 せ 持 っ た 人 材 を 育 成 、輩 出 し て い け る よ う 、不 断

の 努 力 を 重 ね て い ま す 。  

 

【 大 学 の 理 念 】  

   「 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 精 神 に 基 づ い て 、視 野 の 広 い 、心 豊 か な 人 材 を 育 成 し 、

薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 領 域 に て 、 人 類 の 福 祉 と 世 界 の 平 和 に 貢 献 す る 。」  

 

【 基 本 方 針 】  

一 、 学 生 中 心 の よ り 良 い 教 育 環 境 を 提 供 し 、 学 生 の 学 ぶ 権 利 を 尊 重 す る 。  

一 、 倫 理 の 高 揚 を 踏 ま え つ つ 、学 問 に 裏 付 け ら れ た 質 の 高 い 教 育 を 目 指 し 、

薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 分 野 で 意 欲 的 か つ 高 い 能 力 の あ る 人 材 を 育 成 す

る 。  

一 、地 域 及 び 職 域 の 教 育 機 関 と し て 医 療 機 関 及 び 研 究 機 関 と の 連 携 を 密 に し

て 、 地 域 及 び 職 域 に 貢 献 で き る 学 校 経 営 に 努 め る 。  

一 、教 職 員 一 人 ひ と り が 常 に 研 鑽 し 、自 ら の 成 長 と 学 生 の 学 ぶ 姿 に 喜 び を 感

じ る 大 学 を 創 る 。  
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【 三 つ の 方 針 】  

 東 京 薬 科 大 学 の 三 つ の 方 針  

（ １ ） 卒 業 認 定 ・ 学 位 （ 学 士 ） 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ）  

   東 京 薬 科 大 学 で は 、人 類 と 生 命 を 慈 し む 心 と 学 問 に 裏 付 け ら れ た 質 の 高

い 教 育 を 目 指 し 、視 野 の 広 い 、心 豊 か な 、薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 分 野 で

意 欲 的 か つ 高 い 能 力 の あ る 人 材 を 育 成 し ま す 。  

   東 京 薬 科 大 学 は 、各 学 部 各 学 科 で 定 め た 所 定 の 単 位 を 修 得 し 、所 定 の 能

力 を 備 え た 学 生 の 卒 業 を 認 定 し 、 学 位 （ 学 士 ） を 授 与 し ま す 。  

（ ２ ） 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ）  

   視 野 の 広 い 、心 豊 か な 、薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 分 野 で 意 欲 的 か つ 高 い 能

力 の あ る 人 材 を 育 成 す る た め に は 、自 然 科 学 は も ち ろ ん の こ と 、人 文 科

学 、社 会 科 学 、情 報 科 学 な ど 全 て の 学 問 を 総 合 し た 学 際 的 な 取 り 組 み が

必 要 で す 。そ れ ら を 体 系 的 に 修 得 す る こ と で 、豊 か な 人 間 性 と 高 い 使 命

感 や 倫 理 観 、 薬 学 や 生 命 科 学 に お け る 基 礎 知 識 と 技 能 、 態 度 を 習 得 し 、

さ ら に 将 来 に わ た っ て 自 己 教 育 で き る 人 材 を 育 成 し ま す 。  

（ ３ ） 入 学 者 受 入 方 針 （ ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー ）  

   東 京 薬 科 大 学 で は 、 薬 学 や 生 命 科 学 の 分 野 に お け る 充 分 な 知 識 と 技 能 、

態 度 を 持 ち 、人 類 の 福 祉 と 健 康 に 貢 献 で き る 豊 か な 人 間 性 と 広 い 視 野 を

持 つ 人 材 を 育 成 す る た め に 、 以 下 の 能 力 を 持 つ 学 生 を 求 め ま す 。  

東 京 薬 科 大 学 が 求 め る 学 生 像  

１ ） 入 学 後 の 修 学 に 必 要 な 基 礎 学 力 を 持 っ て お り 、 高 い 勉 学 意 欲 が あ

る 。  

２ ） 高 い 倫 理 観 を 持 っ て い る 。  

３ ）  相 互 理 解 の た め の 表 現 力 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 に 優 れ て い る 。 

４ ） 自 分 の 考 え 、 意 見 や 行 動 に 責 任 を も て る 。  

５ ） 人 類 社 会 に 貢 献 し た い と い う 強 い 意 志 を 持 っ て い る 。  

６ ）健 康 で 豊 か な 人 間 性 を 養 う た め に 、自 己 教 育 に 取 り 組 む 意 欲 を 持 っ

て い る 。  

７ ）社 会・地 域 活 動 、環 境 保 全 活 動 さ ら に は 文 化・芸 術・ス ポ ー ツ 活 動

に 積 極 的 に 参 加 す る 意 欲 を 持 っ て い る 。  

 

 東 京 薬 科 大 学 大 学 院 の 三 つ の 方 針  

（ １ ） 修 了 認 定 ・ 学 位 （ 修 士 ・ 博 士 ） 授 与 の 方 針 （ デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー ） 

   東 京 薬 科 大 学 大 学 院 で は 、人 類 と 生 命 を 慈 し み 、科 学 技 術 の 発 展 お よ び

人 類 の 福 祉 と 健 康 に 貢 献 す る た め の 高 度 な 研 究 能 力 と 学 識 を 持 ち 、国 際

社 会 で 活 躍 で き る 意 欲 的 か つ 高 い 能 力 の あ る 人 材 の 養 成 を 目 的 と し ま

す 。  

東 京 薬 科 大 学 大 学 院 は 、各 研 究 科 で 定 め た 所 定 の 単 位 を 修 得 し 、所 定 の

能 力 を 備 え 、学 位 審 査 に 合 格 し た 大 学 院 学 生 に は 修 了 を 認 定 し 、学 位 を

授 与 し ま す 。  
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（ ２ ） 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー ）  

   東 京 薬 科 大 学 大 学 院 で は 、最 先 端 の 研 究 活 動 を 通 じ て 、薬 学・生 命 科 学

領 域 に お け る 広 範 囲 な 基 礎 的・先 進 的 知 識 と 技 能 を 修 得 し 、自 ら 問 題 点

の 抽 出 と 問 題 解 決 を 進 め て い く こ と が 実 践 で き る 人 材 を 育 成 す る よ う

各 研 究 科 で の 大 学 院 教 育 を 行 い ま す 。  

（ ３ ） 入 学 者 受 入 方 針 （ ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー ）  

   東 京 薬 科 大 学 大 学 院 で は 最 先 端 の 研 究 活 動 を 通 じ て 、薬 学・生 命 科 学 領

域 に お け る 広 範 囲 な 基 礎 的・先 進 的 知 識 と 技 能 を 修 得 し 、自 ら 問 題 点 の

抽 出 と 問 題 解 決 を 進 め て い く こ と が 実 践 で き る 人 材 を 育 成 す る た め に 、

学 士 あ る い は 同 等 の 学 位 を 持 ち 、か つ 以 下 の 能 力 を 持 つ 大 学 院 学 生 を 求

め て い ま す 。  

   東 京 薬 科 大 学 が 求 め る 大 学 院 学 生 像  

１ ）研 究 者・技 術 者 と し て 社 会 に 貢 献 し た い と い う 強 い 意 志 を 持 っ て い

る 。  

２ ） 豊 か な 人 間 性 を 養 う た め に 積 極 的 な 自 己 研 鑽 に 励 む こ と が で き る 。 

３ ）  相 互 理 解 の た め の 表 現 力 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 に 優 れ て い る 。 

４ ） 基 礎 学 力 が あ り 、 高 い 勉 学 意 欲 を 持 っ て い る 。  

５ ） 国 際 的 な 視 点 と 倫 理 性 と 高 い 教 養 を 持 っ て い る 。  

６ ） 自 ら 果 敢 に 新 た な 分 野 の 開 拓 等 に 挑 戦 す る こ と が で き る 。  

 

 ※ 各 学 部・学 科 、各 大 学 院 研 究 科・専 攻・課 程 に お け る 三 つ の 方 針 は 本 事 業

報 告 書 で は 省 略 。 本 方 針 は 以 下 の 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ （ URL） に 掲 載 。  

https://www.toyaku.ac. jp/about/ 

 

 

２  学 校 法 人 の 沿 革  

1880年 (明 治 13年 )  旧 丸 岡 藩 医 、 文 部 省 属 ・ 藤 田 正 方 が 薬 学 教 育 を 企 画 、  

本 所 区 亀 沢 町 に 東 京 薬 舗 学 校 を 創 立  

1883年 (明 治 16年 )  東 京 薬 学 校 と 改 称 、 神 田 区 岩 本 町 に 移 転  

1886年 (明 治 19年 )  大 河 寛 之 助 ら 薬 学 講 習 所 を 神 田 区 美 土 代 町 に 開 設  

1888年 (明 治 21年 )  上 記 ２ 施 設 を 合 併 、 私 立 薬 学 校 を 創 設 、 下 山 順 一 郎 が

校 長 に 就 任 （ 11月 6日 ： 本 学 創 立 記 念 日 ）  

1889年 (明 治 22年 )  下 谷 区 西 町 (現 台 東 区 )に 校 舎 を 移 転  

1897年 (明 治 30年 )  下 谷 区 上 野 桜 木 町 (現 台 東 区 )に 校 舎 を 新 築 移 転  

1900年 (明 治 33年 )  私 立 東 京 薬 学 校 と 改 称  

1917年 (大 正  6年 )  専 門 学 校 令 に 基 づ く 東 京 薬 学 専 門 学 校 を 設 立  

1928年 (昭 和  3年 )  校 舎 を 豊 多 摩 郡 淀 橋 町 柏 木 に 新 築 移 転  

1929年 (昭 和  4年 )  桜 木 町 旧 校 舎 に 上 野 女 子 薬 学 校 を 設 立  

1931年 (昭 和  6年 )  上 野 女 子 薬 学 校 を 東 京 薬 学 専 門 学 校 女 子 部 と 改 称  
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1949年 (昭 和 24年 )  東 京 薬 学 専 門 学 校 と 同 女 子 部 を 併 せ 、東 京 薬 科 大 学 と

し て 発 足  

1951年 (昭 和 26年 )  私 立 学 校 法 に よ る 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 設 立  

1963年 (昭 和 38年 )  大 学 院 薬 学 研 究 科 薬 学 専 攻 博 士 前 期 課 程 (修 士 課 程 )

設 置  

1964年 (昭 和 39年 )  薬 学 部 製 薬 学 科 設 置  

1965年 (昭 和 40年 )  薬 学 部 衛 生 薬 学 科 設 置  

大学院薬学研究科薬学専攻博士後期課程 (博士課程 )設置  

1976年 (昭 和 51年 )  専 攻 科 (医 療 薬 学 専 攻 )設 置  

八 王 子 キ ャ ン パ ス へ 男 子 部 、 女 子 部 と も 全 学 移 転  

1980年 (昭 和 55年 )  創 立 100周 年 記 念 式 典  

1981年 (昭 和 56年 )  大 学 院 薬 学 研 究 科 医 療 薬 学 専 攻 (修 士 課 程 )設 置  

1982年 (昭 和 57年 )  専 攻 科 (医 療 薬 学 専 攻 )廃 止  

1994年 (平 成  6年 )  生 命 科 学 部 (分 子 生 命 科 学 科 、 環 境 生 命 科 学 科 )設 置  

1998年 (平 成 10年 )  大 学 院 生 命 科 学 研 究 科 生 命 科 学 専 攻 博 士 前 期 課 程  

(修 士 課 程 )設 置  

2000年 (平 成 12年 )  大 学 院 生 命 科 学 研 究 科 生 命 科 学 専 攻 博 士 後 期 課 程  

(博 士 課 程 )設 置  

2004年 (平 成 16年 )  薬 学 部  医 療 薬 学 科 、 創 薬 学 科 、 生 命 薬 学 科 に 改 組  

2006年 (平 成 18年 )  薬 学 部 (６ 年 制 )  医 療 薬 学 科 、医 療 薬 物 薬 学 科 、医 療 衛

生 薬 学 科 設 置  

2007年 (平 成 19年 )  生命科学部環境生命科学科を環境ゲノム学科に名称変更  

2008年 (平 成 20年 )  生 命 科 学 部  ２ 学 科 ４ コ ー ス 制 を 導 入  

2010年 (平 成 22年 )  大 学 院 薬 学 研 究 科 薬 科 学 専 攻 (修 士 課 程 )設 置  

創 立 130周 年 記 念 式 典  

2012年 (平 成 24年 )  大 学 院 薬 学 研 究 科 薬 学 専 攻 博 士 課 程 (４ 年 制 )設 置  

大学院生命科学研究科博士前期課程入学定員65名に変更  

2013年 (平 成 25年 )  生 命 科 学 部  生 命 医 科 学 科 設 置 、 ３ 学 科 制 に 移 行  

2016年 (平 成 28年 )  東京薬 科大学 史料館 開設  

2018年 (平 成 30年 )  

2019年 (令 和 元 年 )  

2020年 (令 和 ２ 年 )  

生命科 学部創 立２５周年記 念シン ポジウ ム  

東 京 薬 科 大 学  中 長 期 計 画 「 TOUYAKU150」 策 定  

創立 140 周年記 念 式典  オンラ インに より実 施  

2021年 (令 和 ３ 年 )  東京薬 科大学 史料館新装開 館（創立 140 周年  

記念事 業）  
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３  設 置 す る学 校･学 部 ･学科 等 の 名称 及 び 入 学 定員 ･学 生 数 等 の 状況  

(1) 設 置 学 校  東 京 薬 科 大 学  

(2) 設 置 学 部 ･学 科 等  （ 2021（ 令 和 3） 年 5 月 1 日 現 在 ）  

学 部  学 科  入 学 定 員 収 容 定 員  在籍学生数(計) 

薬 学 部  医 療 薬 学 科     （ 6 年 制 ）  140  840    

  医 療 薬 物 薬 学 科 （ 6 年 制 ）  140  840  2,680 

  医 療 衛 生 薬 学 科 （ 6 年 制 ）  140  840    

  小   計  420  2,520  2,680 

生 命 科 学 部  分 子 生 命 科 学 科  71 282    

  応 用 生 命 科 学 科  61  242      944 

  生 命 医 科 学 科  91 362    

  小   計  223  886   944 

学 部 合 計  643  3,406  3,624 
     

大 学 院 研 究 科  専 攻  
入 学 定

員  
収 容 定 員  在籍学生数(計) 

薬 学 研 究 科  薬 科 学 専 攻 修 士 課 程  5  10  13  

  薬 学 専 攻 博 士 課 程  10  40 54  

  小   計  15  50  67  

生命科学研究科  生命科学専攻博士前期課程  65  130  146  

           博士後期課程  10  30  12  

  小   計  75  160  158  

大 学 院 合 計  90  210  225  
     

総 計  （ 学 部 ＋ 大 学 院 ）  733  3,616  3,849  
※ 生命科学部は 3 年次に編入学定員を設定(各学科 1 名)   

 
 

(3) 入 学 者 数 （ 2021（ 令 和 3） 年 度 ）  

学  部  
入 学 定 員  入 学 者 数  

男 子  女 子  編入学  計  男 子  女 子  編入学  計  

薬 学 部  210 210 －  420 196 223 －  419 

生命科学部 220 3 223 236 3 239 

合  計  ―  643 ―  658 
 

大 学 院  専  攻  入 学 定 員  入 学 者 数  

薬 学 研 究 科  

薬科学専攻  修 士 課 程  5 6 

薬 学 専 攻  博 士 課 程  10 14 

計  15 20 

生命科学研究科 
生 命 科 学 専 攻  

博 士 前 期 課 程  65 74 

博 士 後 期 課 程  10 2 

計  75 76 

合  計   90 96 
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４  組 織（ 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学  組 織 図 ）（ 2021（ 令 和 3）年 8 月 1 日 現 在 ）  
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５  役 員 ・ 職 員 の 概 要 （ 2021（ 令 和 3） 年 7月 1日 現 在 ）  

(1) 役 員 （ 定 数 ： 理 事  13 人 以 上 15 人 以 内 、 監 事  2 人 以 上 3 人 以 内 ）  

 

 

(2) 評 議 員 （ 定 数 ： 36 人 以 上 38 人 以 内 ）  
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(3) 専 任 職 員 （ 2021（ 令 和 3） 年 5 月 1 日 現 在 ）  

教 育 職 員  

学 部  教 授  准教授 講 師  助 教  助 手  合 計  平 均 年 齢  

薬 学 部  43 30 23 35 11 142 46.9 

生 命 科 学 部  21 15 6 19 0 61 50.4 

大 学 合 計  64 45 29 54 11 203 47.9 

        

事 務 職 員  96（ 医 療 系 職 員 2 名 含 む ）  46.1 

 

 

(4) 非 常 勤 職 員 ・ 研 究 室 嘱 託 職 員 等 （ 2021（ 令 和 3） 年 5 月 1 日 現 在 ）  

    薬 学 部  

    非 常 勤 講 師 (29) ア ル バ イ ト 職 員 (8) 派 遣 職 員 (8)    計  45 名  

生 命 科 学 部  

非 常 勤 講 師 (32) ア ル バ イ ト 職 員 (6)  派 遣 職 員 (3)  

研 究 室 嘱 託 職 員 (2)                   計  43 名  

       事 務 職 員  

出 向 職 員 (1) ア ル バ イ ト 職 員 (2) 派 遣 職 員 (19)    計  22 名  

 

 

６  2022（ 令 和 4） 年 度 入 学 試 験 結 果  

【 学  部 】  
 

＜ 薬 学 部 ： 男 子 ＞    

募 集 区 分   募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

学 校 推 薦 型 選 抜 （ 指 定 校 制 ）  60 70 70 

学 校 推 薦 型 選 抜  

（ 一 般 公 募 制 ・ 併 願 制 ）  
25 88 42 

総 合 型 選 抜 （ AO）  25 66 36 

社 会 人 特 別 選 抜  若 干 名  3 1 

帰 国 生 徒 特 別 選 抜 入 試  若 干 名  0 0 

一般選抜 A 方式  

（大学入学共通テスト利用）  
15 197 62 

一 般 選 抜 B 方 式  65 499 166 

一 般 選 抜 S 方 式  20 191 64 
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＜ 薬 学 部 ： 女 子 ＞   

募 集 区 分   募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

学 校 推 薦 型 選 抜 （ 指 定 校 制 ）  60 137 137 

学 校 推 薦 型 選 抜  

（ 一 般 公 募 制 ・ 併 願 制 ）  
25 173 76 

総 合 型 選 抜 （ AO）  25 84 37 

社 会 人 特 別 選 抜  若 干 名  0 0 

帰 国 生 徒 特 別 選 抜 入 試   若 干 名  1 1 

一般選抜 A 方式  

（大学入学共通テスト利用）  
15 235 93 

一 般 選 抜 B 方 式  65 480 134 

一 般 選 抜 S 方 式  20 143 46 
 

 

＜ 生 命 科 学 部 ※ ＞  

募 集 区 分  学 科  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

学 校 推 薦 型 選 抜  分子生命科学科   18 18 

（ 指 定 校 制 ）  応用生命科学科 30 9 9 

 生 命 医 科 学 科    13 13 

学 校 推 薦 型 選 抜  分子生命科学科 8 11 10 

(一般公募制・専願制) 応用生命科学科 6 6 5 

 生 命 医 科 学 科  10 10 9 

学 校 推 薦 型 選 抜  分子生命科学科 10 26 21 

(一般公募制・併願制) 応用生命科学科 9 21 17 

 生 命 医 科 学 科  13 31 28 

総 合 型 選 抜  分子生命科学科 6 14 14 

（ AO）  応用生命科学科 6 19 18 

 生 命 医 科 学 科  7 20 15 

社 会 人 特 別 選 抜  分子生命科学科 若 干 名  0 0 

 応用生命科学科 若 干 名  0 0 

 生 命 医 科 学 科  若 干 名  0 0 

一 般 選 抜 A 方 式  分子生命科学科 7 138 88 

Ⅰ 期 （ 大 学 入 学  応用生命科学科 5 187 127 

共通テスト利用）  生 命 医 科 学 科  8 194 144 

一 般 選 抜 A 方 式  分子生命科学科 4 3 3 

Ⅱ 期 （ 大 学 入 学  応用生命科学科 3 3 3 

共通テスト利用）  生 命 医 科 学 科  6 10 8 

一 般 選 抜 B 方 式  分子生命科学科 13 142 35 

Ⅰ 期  応用生命科学科 12 137 47 
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 生 命 医 科 学 科  17 144 38 

一 般 選 抜 B 方 式  分子生命科学科 8 113 31 

Ⅱ 期  応用生命科学科 7 128 42 

 生 命 医 科 学 科  10 127 29 

一 般 選 抜 C 方 式  分子生命科学科 5 13 5 

 応用生命科学科 3 11 6 

 生 命 医 科 学 科  7 34 14 

編 入 学 試 験  分子生命科学科 1 0 0 

 応用生命科学科 1 0 0 

 生 命 医 科 学 科  1 1 1 
※ 第 2・ 第 3 志 望 学 科 の 合 格 者 は 、 合 格 し た 学 科 の 志 願 者 数 ・ 合 格 者 数 に 含 め る 。 

 

【 大 学 院 】  
 

＜ 薬 学 研 究 科  薬 科 学 専 攻  修 士 課 程 ＞  

募 集 区 分  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

 一 般 入 試    5 7 6 

 

＜ 薬 学 研 究 科  薬 学 専 攻  博 士 課 程 ＞  

募 集 区 分  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

 一 般 入 試    10 15 15 

 
 
＜ 生 命 科 学 研 究 科  生 命 科 学 専 攻  博 士 前 期 課 程 ＞  

募 集 区 分  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

推 薦 入 試    30 37 37 

一 般 入 試   35 64 49 

 飛 び 入 試   若 干 名  1 1 

 

＜ 生 命 科 学 研 究 科  生 命 科 学 専 攻  博 士 後 期 課 程 ＞  

募 集 区 分  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

 一 般 入 試    10 8 8 

 

７  学 位 授 与 状 況 （ 2021（ 令 和 3） 年 度 卒 業 ・ 修 了 者 ）  

 学 士 ※ 1  修 士  博 士 ※ 2  

薬 学 部 ・ 薬 学 研 究 科  403 7 7 

生 命 科 学 部・生 命 科 学 研 究 科  224 68 4 

計  627 75 11 

 ※ 12021（ 令 和 3） 年 9 月 卒 業 者 （ 薬 学 部 38 名 、 生 命 科 学 部 1 名 ） を 含 む  

 ※ 2 博 士 学 位 授 与 者 に は 、 課 程 外 学 位 授 与 者 （ 薬 学 2 名 ） を 含 む  
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８  進 路 ・ 就 職 状 況 （2021（令和 3）年度卒業・修了者）  

（2022（令和 4）年 3 月 31 日現在）  

  【 薬 学 部 ※ 】  

区分  進学  企業  薬局  
ドラッグ
ストア 

病院  
公務員・ 

法人 
その他  合計  

人数 9 41 138 108 85 9 13 403 

割合 2.2% 10.1% 34.2% 26.7% 21.0% 2.2% 3.2% ― 

※ 2021（ 令 和 3） 年 9 月 卒 業 者 （ 38 名 ） を 含 む  

 

【 大 学 院 薬 学 研 究 科 】  

薬 科 学 専 攻 （ 修 士 課 程 ）  

区分  進学  企業  その他  合計  

人数 1 5 1 7 

割合 14.3% 71.4% 14.3% ― 

 

薬 学 専 攻 （ 博 士 課 程 ） ※  

区分  企業  病院  法人  その他  合計  

人数 1 1 1 1 4 

割合 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% ― 

※ 2021（ 令 和 3） 年 度 満 期 退 学 者 （ 2 名 ） を 含 む 。 ダ ブ ル デ ィ グ リ ー 制 度 に よ る

受 入 学 生 （ 2 名 ）、 課 程 外 博 士 （ 2 名 ）、 2020（ 令 和 2） 年 度 満 期 退 学 者 （ 1 名 ）

は 含 ま な い 。  

 

【 生 命 科 学 部 ※ 】  

区分  進学  企業  
中学・
高校  

公務員・
法人 

その他  合計  

人数 121 86 2 5 10 224 

割合 54.0% 38.3% 0.8% 2.2% 4.4% ― 

  ※ 2021（ 令 和 3） 年 9 月 卒 業 者 （ 1 名 ） を 含 む  

 

【 大 学 院 生 命 科 学 研 究 科 】  

博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ）  

区分  進学  企業  
公務員・

法人  
中学・
高校  

その他  合計  

人数 8 59 1 0 0 68 

割合 11.8% 86.7% 1.5% 0.0% 0.0% ― 

 

博 士 後 期 課 程 （ 博 士 課 程 ）  

区分  企業  法人  その他  合計  

人数 2 1 1 4 

割合 50.0% 25.0% 25.0% ― 
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９  学 費 （ 2021（ 令 和 3） 年 度 ）  

【 学 部 生 】  

対  象  費  目  等  金  額  備  考  

薬 学 部  

入  学  金   400,000 円    

施 設 費 (年 額 )   600,000 円  
2021（ 令 和 3） 年 度

入 学 生  

授 業 料 (年 額 )  1,340,000 円  
2021（ 令 和 3） 年 度

入 学 生  

生 命 科 学 部  

入  学  金   260,000 円    

施 設 費 (年 額 )   480,000 円  
2021（ 令 和 3） 年 度

入 学 生  

授 業 料 (年 額 )  1,110,000 円  
2021（ 令 和 3） 年 度

入 学 生  
 

【 大 学 院 生 】  

対  象  費  目  等  金  額  備  考  

薬 学  

研 究 科  

入  学  金  150,000 円   

修 士 課 程  

施 設 費 (年 額 )  228,000 円  
入 学 年 次 の み 納 入    

本 学 出 身 者 は 免 除  

授 業 料 (年 額 )  882,000 円  
2021（ 令 和 3） 年

度 入 学 生  

博 士 課 程  

施 設 費 (年 額 )  200,000 円  
入 学 年 次 の み 納 入    

本 学 出 身 者 は 免 除  

授 業 料 (年 額 )  440,000 円  
2021（ 令 和 3） 年

度 入 学 生  

生 命 科 学

研 究 科  

入  学  金  150,000 円    

博 士  

前 期 課 程  

施 設 費 (年 額 )  200,000 円  
入 学 年 次 の み 納 入    

本 学 出 身 者 は 免 除  

授 業 料 (年 額 )  920,000 円  
2021（ 令 和 3） 年

度 入 学 生  

博 士  

後 期 課 程  

施 設 費 (年 額 )  200,000 円  
入 学 年 次 の み 納 入    

本 学 出 身 者 は 免 除  

授 業 料 (年 額 )  440,000 円  
2021（ 令 和 3） 年

度 入 学 生  

 

 

１ ０  理 事 会 に 関 す る 主 な 報 告  

※ 事 業 の 概 要 の 最 終 に 掲 載 し て い ま す 。  
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Ⅱ．  事業の概要  

学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 を 支 え る の は 、卒 業 生 、職 員（ 教 育 職 員 、事 務 職 員 ）、

大 学 に 理 解 を 持 つ 学 識 経 験 者 で あ り 、法 人 は 本 学 教 育・研 究 の 伸 展 の た め に 民

主 的 な 運 営 を 行 い 、学 生 が 育 つ に ふ さ わ し い 明 る い 学 び 舎 と す べ く 、各 種 事 業

を 推 進 し て い ま す 。 2021（ 令 和 3） 年 度 に 実 施 し た 学 校 法 人 、 大 学 に お け る

主 な 事 業 を 次 の と お り 報 告 い た し ま す 。  

 

【 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 に 係 る 報 告 】  

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 は 2021（ 令 和 3）年 度 に お い て も 、一 時 落 ち 着 き

を 見 せ た も の の 、新 た な 変 異 株（ オ ミ ク ロ ン 株 ）が 発 生 し 再 度 、爆 発 的 に 感 染 が

拡 大 し た た め 、理 事 長 を 本 部 長 と し 、学 長・常 務 理 事・事 務 局 長 で 構 成 さ れ る「 感

染 症 危 機 管 理 対 策 本 部 」（ 事 務 局 は 総 務 部 総 務 課 ）を 中 心 と し て 保 健 室 等 と も 密

に 連 携 を 取 り な が ら 、 継 続 し て 対 応 に あ た り ま し た 。  

前 年 度 の 経 験 を 生 か し 、学 生 を は じ め 大 学 の 構 成 員 に 対 し て 再 度「 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 予 防 策 」 の 注 意 喚 起 の 徹 底 を 促 し 、 感 染 拡 大 防 止 に 努 め ま し た 。

各 種 行 事 の 開 催 に つ い て は 完 全 に 中 止 す る の で は な く 、検 討 を 重 ね て オ ン ラ イ ン

等 を 併 用 す る な ど し て 、可 能 な 限 り 実 施 で き る よ う に 関 係 者 の 協 力 の も と 取 り 組

み ま し た 。ま た 前 年 度 制 定 し た 在 宅 勤 務 規 程 を 活 用 し 、大 学 運 営 業 務 が 止 ま る こ

と が な い よ う に BCP（ 事 業 継 続 計 画 ） の 一 環 と し て 運 用 し ま し た 。  

新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン 職 域 接 種 を 実 施  

学 生 ・ 職 員 等 の 健 康 ・ 安 全 を 守 る べ く 大 学 独 自 で 職 域 接 種 に 取 り 組 み ま し た 。

実 施 に あ た っ て は 、 本 学 の 医 師 、 看 護 師 、 薬 剤 師 、 事 務 局 職 員 で 連 携 ・ 協 力 し 、

予 約 か ら 接 種 ま で 自 前 で 実 施 し ま し た 。 202１ （ 令 和 ３ ） 年 ８ 月 23 日 か ら 27

日 ま で に １ 回 目 接 種 、 9 月 20 日 か ら 24 日 （ 予 備 日 10 月 2 日 ） に ２ 回 目 接 種

を 行 い ま し た 。 約 1,440 名 の 学 生 ・ 教 職 員 、 そ の 家 族 、 連 携 校 の 教 職 員 を 含 め

て 実 施 し ま し た 。  

新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン 自 治 体 接 種 の た め の 会 場 を 提 供 、市 内 の 接 種 会 場 に は モ バ イ

ル フ ァ ー マ シ ー を 派 遣  

八 王 子 市 に よ る 自 治 体 接 種 を 実 施 す べ く 、8 月 か ら 本 学 の 行 事 等 の な い 日 曜 日

に 本 学 学 生 会 館 ２ 階 を 提 供 し 、接 種 に 協 力 し ま し た 。市 内 の 他 で の 実 施 会 場（ 中

学 校 ）に は 、モ バ イ ル フ ァ ー マ シ ー を 派 遣 し 、本 学 職 員 も ワ ク チ ン の 分 注・ 監 査

業 務 を 行 い ま し た 。  

感 染 症 拡 大 防 止 策 を 継 続 し て 実 施  

2021（ 令 和 3）年 度 に お い て も 、学 生 ・ 職 員 の 学 内 滞 在 者 数 が 全 体 の 5 割 未

満 （ 4,000 名 の う ち 2,000 名 ） を 目 安 と し 、 感 染 症 危 機 管 理 対 策 本 部 か ら 各 学

部 や 事 務 局 に 通 達 し ま し た 。教 職 員 の 判 断 に よ り 、対 面 と オ ン ラ イ ン を 両 立 さ せ 、

よ り 効 果 的 に 講 義・実 習 等 が で き る よ う に 工 夫 し て 対 応 し 、前 年 度 に 引 き 続 き 特

段 問 題 な く 運 用 す る こ と が で き ま し た 。４ 月 実 施 の 入 学 式 に お い て は 、学 生・保

護 者 と も に 登 校 せ ず オ ン ラ イ ン に て 行 い 、 2022（ 令 和 4） 年 ３ 月 実 施 の 学 位 記

授 与 式 に お い て は 、学 生 の み の 登 校 と し て 、式 典 は 大 講 義 室 で 行 い 、そ れ を 中 継
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し 、学 生 は 学 部・学 科 ご と に 講 義 室 に 分 散 し 、十 分 な 感 染 対 策 を 取 り オ ン ラ イ ン

で 参 加 し ま し た 。  

学 生 の 課 外 活 動 に つ い て は 、活 動 を 行 う 団 体 に は 、感 染 対 策 を 強 化 す る た め の

取 り 組 み を 含 め た 活 動 計 画 書 の 作 成 と 大 学 へ の 事 前 提 出 を 義 務 付 け 、一 部 活 動 を

認 め ま し た 。  

そ の 他 、新 入 学 生・職 員 に 対 し て は 、携 帯 用 消 毒 ス プ レ ー ボ ト ル を 新 た に 支 給

し 、す で に ボ ト ル を 持 参 す る 者 に 対 し て は 、研 究 室 や 事 務 室 で 消 毒 液 を 補 充 で き

る よ う に し ま し た 。さ ら に 、健 康 管 理 や 感 染 対 策 の 一 環 と し て 、全 構 成 員 に 毎 朝

の 検 温 を 依 頼 し 、大 学 入 構 時 に も 全 員 に 対 し て サ ー マ ル カ メ ラ に よ る 検 温 実 施 に

加 え 、職 員 証 等 で 入 構 管 理 の 徹 底 も 継 続 し 実 施 し ま し た 。加 え て 、食 堂 で の 分 散

着 席 及 び 黙 食 の 推 進 、校 内 放 送 に よ る 注 意 喚 起 、バ ス 乗 車 時 に は 換 気 を し た 上 で

車 内 で の 会 話 を で き る 限 り 控 え る な ど 、感 染 防 止 の た め の 広 報 活 動 も 含 め 、感 染

の 拡 大 防 止 に 努 め ま し た 。  

 

【 中 長 期 的 な 計 画 及 び 事 業 計 画 の 進 捗 状 況 】  

本 学 は 創 立 150 周 年 を 目 標 に 、 日 本 の 薬 系 大 学 の み な ら ず 医 療 系 大 学 の フ ラ

ッ グ シ ッ プ（ 旗 艦 校 ）と な る べ く 、「 私 学 に お け る 薬 学 、生 命 科 学 教 育 ・ 研 究 の

拠 点 と な る 」を 将 来 ビ ジ ョ ン に 掲 げ 、中 長 期 計 画「 TOUYAKU150」の 策 定 を 開

始 し ま し た 。本 学 職 員 に よ る マ ス タ ー プ ラ ン の 意 見 集 約 、理 事 会 及 び 評 議 員 会 の

協 議 を 経 て 、 2019 （ 令 和 元 ） 年 度 に 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 中 長 期 計 画

「 TOUYAKU150」 Ver.1 を 策 定 し ま し た 。  

「 TOUYAKU150」は 当 初 よ り 、そ の 時 代 に 即 し た 内 容 へ と 見 直 し な が ら 、各

単 年 度 の 事 業 計 画 、予 算 に 反 映 さ せ 、具 体 化 し て い ま す 。理 事 会 で は 昨 今 の 社 会

情 勢 を 鑑 み 、本 計 画 を 早 急 に 見 直 す 必 要 が あ る と 判 断 し 、評 議 員 会 か ら の 意 見 を

踏 ま え 、 将 来 計 画 委 員 会 に お け る 協 議 を 重 ね 、 職 員 か ら の 意 見 聴 取 を 経 た の ち 、

2021（ 令 和 3） 年 7 月 の 第 32 回 理 事 会 で 、 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 中 長 期 計 画

「 TOUYAKU150 Ver .2」 へ の 改 定 を 行 い ま し た 。  

今 年 度 の 各 事 業 は 、本 中 長 期 計 画 に 従 い 実 施 し 、各 事 業 計 画 の 進 捗 状 況 は 以 下

に 記 載 し ま し た 。  

 

【 重 点 事 業 】  

１  法 人 組 織 ・ 理 事 会 機 能 の 強 化  

(1) 事 業 展 開 と 実 績 評 価 、 理 事 の 役 割  

学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 理 事 会 は 、 理 事 会 を 中 心 と し て 民 主 的 な 法 人 運 営

を 行 う 中 で 、私 立 学 校 法 等 法 令 に 基 づ く 経 営 の 透 明 化 、明 確 化 、チ ェ ッ ク 機

能 の 充 実 に よ る ガ バ ナ ン ス の 強 化 を 理 念 と し た 以 下 の 活 動 を 展 開 し ま し た 。 

従 前 の 常 務 会 の 位 置 付 け を 見 直 し 、 理 事 会 の 権 限 の 一 部 を 委 任 す る 役 割

を 有 し た 常 任 理 事 会 へ の 組 織 改 正 を 実 施 し ま し た 。 理 事 会 で の 協 議 を 常 任

理 事 会 で の 協 議 と 役 割 分 担 す る こ と で 更 に 機 能 的 、 効 率 的 に 理 事 会 の 責 務

を 果 た せ る 体 制 を 構 築 し ま し た 。ま た 、理 事 自 ら も 研 鑽 に 励 み 、私 学 関 係 団
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体 等 の 研 修 、講 習 会 等 に 積 極 的 に 参 加 し 、担 当 事 業 を 中 心 と し た 知 識 の 習 得

に 努 め ま し た 。加 え て 、理 事 会 活 動 は 、事 業 報 告 書 に 掲 載 し て 情 報 を 学 外 に

も 開 示 す る と と も に 、各 理 事 の 監 事 に よ る 業 務 執 行 状 況・実 績 評 価 を 受 け 、

理 事 会 機 能 の 実 質 化 ・ 実 効 性 の 確 保 を 図 り ま し た 。  

(2) 法 人 委 員 会 の 評 価 ・ 再 編  

法 人 運 営 を よ り 強 固 か つ 着 実 に 進 展 さ せ る た め 、 そ の 具 体 的 検 討 を 担 う

法 人 委 員 会 を 設 置 し て い ま す 。そ の 活 動 を よ り 円 滑 に 展 開 す る た め に 、法 人

委 員 会 の 機 能 の 向 上 、見 直 し に 取 り 組 み ま し た 。一 部 の 委 員 会 に お い て は 、

委 員 会 規 程 の 見 直 し（ 改 廃 規 定 の 明 文 化 等 ）、委 員 会 の 統 廃 合 、委 員 会 委 員

構 成 の 見 直 し 、委 嘱 者 の 明 確 化 、ま た 、コ ロ ナ 禍 を 考 慮 し 、学 外 委 員 の 参 加

を 容 易 に す る オ ン ラ イ ン 会 議 の 活 用 を 図 り ま し た 。ま た 、委 員 会 の 開 催 状 況

は 理 事 会 開 催 の 都 度 報 告 が な さ れ る よ う 継 続 的 に 実 施 し ま し た 。  

(3) 教 学 ガ バ ナ ン ス の 強 化  

本 法 人 は 、私 立 学 校 法 と 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 ガ バ ナ ン ス・コ ー ド に 基 づ

き 、大 学 の 教 学 運 営 の 理 事 会 権 限 を 学 長 に 委 任 し て お り 、学 長 を 中 心 に 推 し

進 め る 教 育・研 究 の 質 向 上 、学 生 支 援 等 の 取 り 組 み を 適 切 に 支 援 、評 価 す る

こ と で 、 教 学 ガ バ ナ ン ス を 強 化 し 、 社 会 か ら 選 ば れ る 大 学 を 目 指 し て い ま

す 。  

本 学 は 2020（ 令 和 2）年 度 に 大 学 基 準 協 会 に よ る 大 学 評 価 を 受 審 し 、大

学 基 準 の 適 合 認 定 を 受 け ま し た 。こ の 結 果 も 踏 ま え 、大 学 の 内 部 質 保 証 機 能

を 適 切 に 発 揮 し 、 更 な る 教 育 研 究 活 動 の 充 実 に 継 続 的 に 取 り 組 む 体 制 を 構

築 し ま し た 。  

教 学 ガ バ ナ ン ス 強 化 の 一 環 と し て 、 副 学 長 に 関 わ る 権 限 の 明 確 化 に 取 り

組 み 、学 長 補 佐 と の 関 係 も 含 め 、副 学 長 に 関 わ る 規 程（ 職 務 、任 務 、権 限 等 ）

を 整 理 し ま し た 。  

 

２  大 学 組 織 力 の 強 化 （ 財 務 戦 略 ・ 人 事 戦 略 ）  

(1) 財 務 戦 略  

① 将 来 的 に 安 定 し た 財 政 基 盤 拡 充 資 金 の 増 加 へ の 取 り 組 み  

計 画 的 な 資 金 計 画 に 基 づ き 、翌 年 度 繰 越 資 金（ 現 金 ）の 中 か ら 、継 続 的

に 、 第 ２ 号 基 本 金 引 当 特 定 資 産 へ 2 億 円 の 組 み 入 れ を 行 い 、 今 後 想 定 さ

れ る 支 出 に 対 応 す る た め の 特 定 資 産 へ の 組 み 入 れ を 行 い つ つ 、 学 生 生 徒

等 納 付 金 以 外 か ら の 収 益 拡 大 の た め 、創 立 140 周 年 記 念 募 金 事 業 や 収 益

事 業 な ど を 行 い ま し た 。  

② 東 京 薬 科 大 学 募 金 基 金 事 業 の 推 進  

学 納 金 収 入 に 大 き く 依 存 す る 本 学 の 財 務 体 質 を 変 え る た め 、 募 金 基 金

事 業 を 強 化 す る 体 制 を 整 え ま し た 。そ の た め「 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 に お

け る 基 金・募 金 管 理 運 営 規 程 」を 制 定 し 、こ の 親 規 程 の も と 創 立 130 周

年 記 念 募 金 の 寄 附 金 を 原 資 と し て 運 用 果 実 を 利 用 す る 基 金 に つ い て は

「 東 京 薬 科 大 学 に お け る 基 金 管 理 運 営 規 程 」を 、ま た 実 態 は 取 り 崩 し 型 で
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あ っ た「 東 京 薬 科 大 学 基 金 」を「 藤 田 正 方 と う や く 募 金 」に 名 称 変 更 し 事

業 継 承 の た め の 取 扱 い 規 程 を 定 め る な ど 募 金 体 制 を 整 え ま し た 。 ま た 募

金 事 業 の た め の 募 金 事 務 局 を 設 置 し 、 財 務 課 と の 役 割 分 担 と 責 任 を 明 確

に し た 運 営 体 制 を 整 え ま し た 。 ま た 、 こ れ に 伴 い 基 金 ・ 募 金 関 係 の 2 つ

の 法 人 委 員 会 を 基 金 ・ 募 金 管 理 運 営 委 員 会 に 再 編 す る な ど 円 滑 な 運 営 に

努 め ま し た 。藤 田 正 方 東 薬 募 金 へ の 寄 附 は 創 立 140 周 年 記 念 募 金 と の 競

合 も あ り 、 2021（ 令 和 3） 年 度 は 12 件 （ 375,459 円 ） で し た 。  

③ 各 課 の 一 般 予 算 、 特 別 予 算 の 配 分 見 直 し と そ の 適 正 化  

安 定 し た 教 育・研 究 活 動 の 実 施 を 目 指 し つ つ も 、合 理 性 や 効 率 性 の 観 点

か ら 入 念 な チ ェ ッ ク を 行 い 、 将 来 の 事 業 計 画 や 人 事 計 画 に も 充 分 に 配 慮

し 予 算 配 分 の 見 直 し を 実 行 し ま し た 。 本 学 が 成 長 す る た め に 策 定 し た

2022（ 令 和 ４ ）年 度 事 業 の 計 画 実 現 の た め に 予 算 編 成 を 行 い 、前 年 度 比

約 2.13%減 の 予 算 を 計 上 し ま し た 。  

(2) 人 事 戦 略  

① 働 き 方 改 革 へ の 取 り 組 み  

2020（ 令 和 ２ ）年 度 の 全 職 員 の 時 間 外 労 働 時 間 、部 署 ご と の 時 間 外 労

働 時 間 を 集 計 し 、 部 署 ご と の 格 差 が で き る 限 り 生 じ な い よ う に 人 事 配 置

の 見 直 し を 行 い ま し た 。ま た 、時 間 外 労 働 時 間 が 著 し く 多 い 職 員 は 産 業 医

と の 面 談 を 実 施 し 、所 属 長 に 注 意 喚 起 を 行 い 、長 時 間 労 働 の 是 正 を 行 い ま

し た 。 5 日 間 の 年 次 有 給 休 暇 取 得 が 難 し い と 思 わ れ る 職 員 に 個 別 に 取 得

を 促 す 文 書 を 配 付 し 、2021（ 令 和 ３ ）年 度 5 日 間 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 率

は 教 育 職 員 89.9%、 事 務 職 員 は 100%の 取 得 と な り 、 2020（ 令 和 2）

年 度 の 教 育 職 員 90.2%、 事 務 職 員 99.0%と ほ ぼ 同 率 と な り ま し た 。  

ま た 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 に 伴 い 、前 年 度 か ら 継 続 し て 教 職

員 の 在 宅 勤 務 を 可 能 と し 、コ ロ ナ 禍 に お い て も 安 全・安 心 を 考 慮 し た 勤 務

体 制 と し ま し た 。  

② 人 事 計 画 の 策 定 ： 採 用 計 画 等 の 検 討  

大 学 運 営 に お い て 、中 長 期 的 な 経 営 予 測 の も と 、事 業 計 画 を 達 成 す る た

め の 人 事 計 画 策 定 に 向 け た 対 応 と し て 、職 員 の 年 齢 別 ヒ ス ト グ ラ ム 、定 年

退 職 に 伴 う 人 数 の 変 移 表 を 作 成 し 、 採 用 計 画 の 準 備 を 進 め ま し た 。  

 

３  選 ば れ る 大 学 （ 教 育 ・ 研 究 の 質 向 上 ・ 学 生 支 援 ）  

(1) 教 育 ・ 研 究 の 質 向 上  

① 教 学 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 確 立  

本 学 は 、建 学 の 精 神・教 育 理 念 に 記 載 し た よ う に 、三 つ の 方 針 に 基 づ き 、

自 立 的 、体 系 的 、組 織 的 に 大 学 教 育（ 授 業 科 目・教 育 課 程 の 編 成・実 施 ）

を 展 開 し て い ま す 。そ の 学 修 成 果・教 育 成 果 を 自 己 点 検・評 価 、内 部 質 保

証 委 員 会 に お い て 適 切 に 点 検 評 価 し 、そ の 評 価 を 社 会 に 公 表 し て い ま す 。

そ の 上 で 、さ ら に 教 学 マ ネ ジ メ ン ト の 基 礎 と な る IR 活 動 、FD・SD 活 動

を 活 発 化 さ せ 、長 期 的 な 視 点 を 持 っ て 、上 記 の 取 り 組 み を 安 定 的・継 続 的
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に 実 施 し ま し た 。  

具 体 的 に は 、 以 下 の 取 り 組 み を 実 施 し ま し た 。  

・学 習 者 本 位 の 教 育 改 革 の 推 進 を 目 指 し 、「 東 京 薬 科 大 学 教 育 改 革 推 進

事 業 」 と し て 3 件 の 事 業 を 採 択 し ま し た 。  

＊ 医 療 デ ー タ サ イ エ ン ス 教 育 コ ー ス 開 発 事 業  

＊ 学 習 者 本 位 の 教 育 実 現 に 向 け た 学 修 デ ー タ の 統 合 ・ 解 析  

～ AI 分 析 を 指 向 し た 教 職 協 働 に よ る 基 盤 整 備 ～  

＊ VR 技 術 を 活 用 し た 次 世 代 薬 学 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 教 材 の 開 発  

・ 学 習 者 支 援 の 一 環 と し て 教 育 用 ビ デ オ サ ー バ を 導 入 し 、 オ ン デ マ ン

ド 講 義 に お け る 映 像 配 信 の 操 作 性 向 上 を 実 現 し ま し た 。  

・自 己 点 検・評 価 、内 部 質 保 証 委 員 会 を 機 能 的 に 運 用 す る た め 、教 学 マ

ネ ジ メ ン ト に 基 づ き 、 ア セ ス メ ン ト ・ プ ラ ン を 制 定 し ま し た 。  

・ 大 学 全 体 の 三 つ の ポ リ シ ー 及 び 学 部 等 の 三 つ の ポ リ シ ー の 検 証 を 各

学 部・研 究 科 に お い て 検 証 す る と と も に 、学 習 の 順 次 性 を 考 慮 し た 教

育 課 程 を 体 系 的 に 編 成 し 、 カ リ キ ュ ラ ム マ ッ プ 等 を 用 い て 教 育 目 標

と 履 修 科 目 の 関 係 を 明 示 し ま し た 。 教 育 課 程 に お け る 学 位 授 与 方 針

（ デ ィ プ ロ マ・ポ リ シ ー ）の 明 確 化 、学 習 成 果 の 把 握 に 努 め て い ま す 。 

・ 学 習 成 果 を 直 接 的 に 評 価 す る た め に 卒 業 論 文 を 必 修 と し 、 そ の 評 価

方 法 と し て 、「 卒 業 コ ン ピ テ ン ス・コ ン ピ テ ン シ ー 」等 に 沿 っ て 設 計

さ れ た ル ー ブ リ ッ ク 型 評 価 表 を 利 用 し 、 学 生 の 卒 業 論 文 研 究 に 対 す

る 取 り 組 み や 能 力 を 記 載 し た デ ィ プ ロ マ ・ サ プ リ メ ン ト を 両 学 部 の

学 生 に 対 し て 発 行 し ま し た 。  

・ 月 例 で 教 育 研 究 審 議 会 を 開 催 し 、 教 学 の 最 高 決 定 機 関 と し て 両 学 部

の 教 学 マ ネ ジ メ ン ト を 担 い ま し た 。ま た 、学 長 委 嘱 委 員 会 の 活 動 報 告

を 受 け 、学 長 に よ る フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う な ど 、各 委 員 会 の ミ ッ シ ョ

ン と 活 動 内 容 を 明 確 化 し 、 教 育 改 革 を 推 し 進 め ま し た 。  

・ IR 活 動 の 一 環 と し て 、大 学 IR コ ン ソ ー シ ア ム に 加 入 し 、特 定 の 学 年

の 定 点 調 査 を 行 い ま し た 。今 後 は 学 内 外 の IR デ ー タ を 活 用 し 、学 生

生 活 全 般 に お け る 他 大 学 と の 比 較 、教 育 活 動 の 効 果 測 定 、研 究 活 動 に

対 す る 体 制 強 化 な ど 、 教 学 に 関 わ る 様 々 な 観 点 に お い て EBPM（ 証

拠 に 基 づ く 政 策 立 案 ） を 実 践 し て い き ま す 。  

・8 月 に は「 本 学 の キ ャ リ ア パ ス 形 成 に つ い て 」と 題 し て 、全 学 FD 講

演 会 を 開 催 し ま し た 。本 学 学 生 の キ ャ リ ア 形 成 に つ い て 、実 際 の 就 職

デ ー タ に 基 づ い た 分 析 と 考 察 が 発 表 さ れ る な ど 、 学 生 指 導 の た め に

有 効 な 研 修 内 容 と な り ま し た 。  

・工 学 院 大 学 附 属 中 学 校・高 等 学 校 に 続 い て 、2021（ 令 和 3）年 度 は

東 京 純 心 女 子 中 学 校・高 等 学 校 、十 文 字 中 学・高 等 学 校 、大 妻 多 摩 中

学 高 等 学 校 と の 協 定 を 締 結 し ま し た 。高 大 連 携 事 業 と し て 、相 手 校 で

行 う 出 前 講 義・実 習 、本 学 で 行 う 体 験 講 義・実 習 を 実 施 し 、早 期 に 大

学 の 学 び を 体 験 す る こ と に よ り 進 路 選 択 の 支 援 に つ な げ ま し た 。  
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・高 大 間 の Ｆ Ｄ 活 動 と し て 、10 月 に 工 学 院 大 学 附 属 高 校 と「 高 等 学 校

に お け る 情 報 科 と 高 大 接 続 の 展 望 」 を テ ー マ と し た 合 同 研 修 会 を 実

施 し 、 本 学 70 名 、 工 学 院 16 名 の 参 加 が あ り ま し た 。  

・ 2021（ 令 和 3） 年 6 月 に 武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社 及 び 高 知 県 と 共 同

で 進 め て い る 、地 域 医 療 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 実 現 を 目 指 し た 教 育・研 究

プ ロ ジ ェ ク ト の 成 果 発 表 会 を 行 い ま し た 。11 月 に は 学 生 が 高 知 県 庁

や 地 域 医 療 の 現 場 を 訪 問 し 、 医 療 や 介 護 の 課 題 を 地 元 の 看 護 学 生 と

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン す る な ど 、 貴 重 な 学 習 の 機 会 を 得 ま し た 。  

さ ら に 新 た に 神 奈 川 県 の 協 力 を 得 て 、 在 宅 医 療 に お け る 課 題 解 決

を 目 指 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し ま し た 。  

② 薬 学 部 、 生 命 科 学 部 に お け る 教 育 改 革 ・ 教 育 内 容 の 充 実  

【 薬 学 部 】  

2021（ 令 和 3）年 度 も 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 終 息 を 見 ず 、再 拡

大 （ 第 4 波 、 第 5 波 、 第 6 波 ） も 起 き た こ と か ら 、 50％ の 分 散 登 校 を

基 本 に 、講 義・演 習 等 は 対 面 授 業 と オ ン ラ イ ン 授 業 を 併 用 し 、実 習 は 三 密

回 避 の た め に 通 常 の 半 分 の 人 数 で 、 対 面 に て 実 施 し ま し た 。  

具 体 的 な 教 育 改 革・教 育 内 容 の 充 実 と し て は 、低 学 年 の 基 礎 学 力 の 向 上

を 目 的 に 、入 学 前 教 育 、プ レ ー ス メ ン ト テ ス ト 、習 熟 度 テ ス ト を 実 施 す る

と と も に 、4 年 次 前 期 ま で の 総 復 習 で あ る 総 合 演 習 I I の 学 習 支 援 を 行 い 、

弱 点 の 補 強 に 努 め ま し た 。ま た 、薬 剤 師 国 家 試 験 に 対 す る 対 応 力 の 醸 成 を

目 的 に 、6 年 次 後 期 に お け る カ リ キ ュ ラ ム の 改 訂 を 行 い ま し た 。さ ら に 、

2024（ 令 和 6）年 度 に 薬 学 教 育 の モ デ ル・コ ア・カ リ キ ュ ラ ム が 改 訂 さ

れ る こ と に 合 わ せ て 、 カ リ キ ュ ラ ム の 改 訂 に 着 手 し ま し た 。  

1） 低 学 年 の 基 礎 学 力 の 向 上 を 目 的 と し た 教 育 の 実 施  

・ 入 学 前 教 育  

・ プ レ ー ス メ ン ト テ ス ト  

・ 習 熟 度 テ ス ト  

・ 総 合 演 習 I I  

2） 6 年 次 生 の 後 期 カ リ キ ュ ラ ム の 改 訂  

総 合 薬 学 演 習 I、総 合 薬 学 演 習 I I で の 取 り 組 み や 、学 生 の 努 力 の 甲 斐

も あ り 、2022（ 令 和 4）年 2 月 19 日 及 び 20 日 に 実 施 さ れ た 第 107

回 薬 剤 師 国 家 試 験 に お い て 、 新 卒 合 格 率 は 、 昨 年 度 の 90.99%か ら

94.25%に 、 既 卒 等 を 含 む 総 数 の 合 格 率 は 、 昨 年 度 の 79.95%か ら

83.20％ に 上 昇 し 、新 卒 既 卒 合 格 者 合 わ せ て 401 人 の 薬 剤 師 を 輩 出 し

ま し た 。  

3） 薬 学 部 の カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 に 向 け て の 準 備  

卒 業 要 件 を 満 た す た め に 必 要 な 講 義 時 間 数 を 余 裕 の 持 て る 範 囲 内 に

設 定 で き る よ う 、 今 年 度 は カ リ キ ュ ラ ム の 基 本 骨 子 に つ い て 議 論 を 深

め ま し た 。  
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【 生 命 科 学 部 】  

2020（ 令 和 2）年 度 に 引 き 続 き 、 2021（ 令 和 3）年 度 も 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 の 再 拡 大 と 、そ れ に 伴 う 緊 急 事 態 宣 言 、あ る い は 、ま ん 延

防 止 等 重 点 措 置 の 発 令 に よ り 、原 則 と し て 講 義・実 習 は 、４ 学 年 の 平 均 登

校 率 が 50％ と な る よ う に 、 対 面 と オ ン ラ イ ン を 併 用 し て 実 施 し ま し た 。

2021（ 令 和 3）年 度 の 生 命 科 学 部 に お け る 具 体 的 な 教 育 改 革・教 育 内 容

の 充 実 に 関 す る 取 り 組 み と し て は 、 コ ロ ナ 禍 に お け る 学 生 対 応 を き め 細

か く 行 う と と も に 、ハ イ ブ リ ッ ド 型 実 習 の 実 施 、並 び に 今 後 の 実 習 カ リ キ

ュ ラ ム の 改 訂 に 向 け た 取 り 組 み や 、 生 命 科 学 部 の 3 つ の 新 プ ロ グ ラ ム の

充 実 を 図 り ま し た 。  

1） コ ロ ナ 禍 に お け る 学 生 対 応  

オ ン ラ イ ン 講 義 が 初 め て 導 入 さ れ た 2020（ 令 和 2）年 度 は 、緊 急 事

態 宣 言 発 令 の 影 響 で 、特 に 前 期 の 登 校 が 著 し く 制 限 さ れ ま し た 。こ の 間

の 講 義・実 習 、及 び 生 活 指 導 等 の 検 証 を 踏 ま え て 、2021（ 令 和 3）年

度 は 、特 に 新 入 生 へ の き め 細 か い 対 応 が 必 要 と 考 え 、生 命 科 学 ゼ ミ ナ ー

ル を は じ め と し た 前 期 の 少 人 数 制 で の 講 義 を 原 則 対 面 で 行 う な ど し て 、

新 入 生 が 大 学 生 活 に で き る だ け 速 や か に 順 応 で き る よ う 、 各 ア ド バ イ

ザ ー が 支 援 し ま し た 。  

講 義 に 関 し て は 、 各 担 当 者 が 2020（ 令 和 2） 年 度 の 検 証 を 踏 ま え

て 、 オ ン ラ イ ン 講 義 の 方 法 や 課 題 の 提 示 等 に 関 し て 改 善 し た 結 果 、

2021（ 令 和 3）年 度 は 前 年 度 と 比 較 し 、講 義・実 習 に 対 す る 満 足 度 が 、

前 期 ・ 後 期 と も に 全 て の 学 年 で 大 幅 に 上 昇 し ま し た 。  

2）対 面 と オ ン ラ イ ン の ハ イ ブ リ ッ ド 型 実 習 の 実 施 と 、今 後 の 実 習 カ リ キ

ュ ラ ム の 改 訂 に 向 け た 取 り 組 み  

実 習 に お け る 三 密 回 避 の た め に 、 基 本 的 に 例 年 の 半 分 の 人 数 で 対 面

実 習 を 行 い ま し た 。対 面 実 習 で は 、実 習 前 の 検 温 、フ ェ イ ス シ ー ル ド の

着 用 を 行 う こ と で 、感 染 防 止 の 徹 底 を 図 り ま し た 。さ ら に 、ほ と ん ど の

実 習 で オ リ ジ ナ ル の ビ デ オ 教 材 を 作 成 し 、 学 生 に 視 聴 を 義 務 付 け ま し

た 。実 習 ビ デ オ で は 、主 に 実 習 全 体 の 流 れ や 機 器 の 使 用 方 法 、並 び に 課

題 の 解 説 を 行 う な ど 、対 面 実 習 の 不 足 分 を 補 う と と も に 、実 習 理 解 の 定

着 を 図 り ま し た 。  

一 方 、生 命 科 学 部 で は 、こ れ ま で 各 担 当 教 員 の 裁 量 に よ り 、実 習 内 容

に 改 良 を 加 え て き ま し た が 、 近 年 の 急 速 な 技 術 革 新 や デ ー タ サ イ エ ン

ス の 重 要 性 を 鑑 み 、 実 習 内 容 の 体 系 的 な 見 直 し が 必 要 に な っ て き ま し

た 。そ こ で 、生 命 科 学 部 で は 、学 生 実 習 全 体 を 統 括 し 、そ の 教 育 効 果 を

よ り 高 め 教 育 の 質 を 保 証 す る こ と 、並 び に 、本 学 が 実 施 し て い る 実 習 内

容 を 学 外 に 広 報 し 、 生 命 科 学 へ の 関 心 を 高 め る こ と を 目 的 と し て 、

2022（ 令 和 4）年 度 に 生 命 科 学 実 習 セ ン タ ー を 設 置 す る こ と と し ま し

た 。2021（ 令 和 3）年 度 は 、学 内 公 募 に よ り 2 名 の 生 命 科 学 部 の 教 員

を セ ン タ ー の 専 任 教 員 と し て 選 出 し ま し た 。  
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3） 生 命 科 学 部 の 3 つ の プ ロ グ ラ ム の 充 実  

生 命 科 学 部 で は 、従 来 の 生 命 科 学 の 技 術 や 知 識 の 教 授 に 加 え て 、デ ー

タ サ イ エ ン ス 、 ア ン ト レ プ レ ナ ー 養 成 、 グ ロ ー バ ル キ ャ リ ア の 3 つ の

プ ロ グ ラ ム を 立 ち 上 げ 、 真 に 社 会 で 必 要 と さ れ る 知 識 と 技 術 を 身 に つ

け た 人 材 の 育 成 に 努 め て い ま す 。2021（ 令 和 3）年 度 は 、こ の 3 つ の

プ ロ グ ラ ム の 更 な る 充 実 を 図 る た め 、 以 下 の よ う な 取 り 組 み を 行 い ま

し た 。  

デ ー タ サ イ エ ン ス プ ロ グ ラ ム で は 、 全 学 の デ ー タ サ イ エ ン ス 教 育 推

進 委 員 会 と 連 携 し て 、 文 部 科 学 省 の 「 数 理 ・ デ ー タ サ イ エ ン ス ・ AI 教

育 プ ロ グ ラ ム 認 定 制 度（ リ テ ラ シ ー レ ベ ル ）」へ の 申 請 準 備 を 進 め る と

と も に 、 高 大 連 携 協 定 締 結 先 の 工 学 院 大 学 附 属 高 等 学 校 と 合 同 研 修 会

を 開 催 し ま し た 。 ま た 生 命 科 学 や 医 療 に 特 化 し た デ ー タ サ イ エ ン ス の

教 育・研 究 の 充 実 化 の た め 、2 名 の 専 任 常 勤 教 員 を 採 用 し ま し た（ 2022

（ 令 和 4）年 4 月 着 任 予 定 ）。さ ら に 産 学 連 携 に よ る DX 医 療 開 発 を 担

う 人 材 育 成 の た め 、 国 内 最 大 手 で あ る 臨 床 検 査 受 託 会 社 で あ る ㈱ エ ス

ア ー ル エ ル （ SRL） を 傘 下 に 持 つ H.U.グ ル ー プ ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱ の

グ ル ー プ 企 業 で あ る 合 同 会 社 H.U.グ ル ー プ 中 央 研 究 所 と 、 次 世 代 の 医

療 に 貢 献 で き る 人 材 育 成 を 目 指 し た 医 療 教 育 ・ 研 究 に 関 す る 協 定 を 締

結 し ま し た 。  

ア ン ト レ プ レ ナ ー 養 成 プ ロ グ ラ ム で は 、コ ア 科 目 の う ち 、生 命 科 学 と

社 会 I I（ 演 習 ）を 2021（ 令 和 3）年 度 よ り 正 式 に 開 講 し た と こ ろ 、51

名 （ 2 年 次 総 数 の 約 4 分 の 1） が 履 修 し ま し た 。 ま た 、 生 命 科 学 と 社

会 V（ 開 発・起 業 企 画 ）は 、単 位 認 定 無 し で の 試 行 に も か か わ ら ず 、8

名 が 履 修 し 、一 定 数 の 学 生 が 、本 プ ロ グ ラ ム に 高 い 関 心 を 示 し て い る こ

と が 分 か り ま し た 。ま た 、ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、参 加 学 生 の 満 足 度 の 高

さ が 示 さ れ ま し た 。2022（ 令 和 4）年 度 か ら の 正 式 稼 働 に 向 け 、本 プ

ロ グ ラ ム の 認 定 要 件 を 最 終 決 定 し ま し た 。  

③ 大 学 院 薬 学 ・ 生 命 科 学 研 究 科 に お け る 教 育 ・ 研 究 環 境 の 充 実  

両 研 究 科 と も に 、三 つ の 方 針 を 踏 ま え 、本 方 針 に 基 づ く 教 育 の 明 確 な 指

針 を 提 示 し 、 大 学 院 教 育 の 充 実 を 図 り ま し た 。  

【 薬 学 研 究 科 】  

薬 学 研 究 科 で は 、 英 語 特 論 と 一 部 の 専 門 授 業 科 目 を オ ン ラ イ ン 授 業 で

実 施 し 、 社 会 人 大 学 院 生 に も 受 講 し や す い 環 境 整 備 を 行 い ま し た 。 今 後

も 、 リ モ ー ト の 利 便 性 を 活 か し 、 オ ン ラ イ ン 講 義 を 継 続 し て い く 予 定 で

す 。研 究 活 動 に つ い て は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 感 染 予 防 対 策 を 徹 底

し た 上 で 、継 続 し て 実 施 し ま し た 。加 え て 、新 任 教 員 、大 学 院 新 入 生 に 研

究 者 と し て 必 要 な 倫 理 教 育 を 行 い 、 研 究 の 不 正 行 為 等 が 発 生 し な い 土 壌

作 り も 継 続 的 に 取 り 組 み ま し た 。  

【 生 命 科 学 研 究 科 】  

生 命 科 学 研 究 科 で は 、修 士 、博 士 研 究 に つ い て は 、原 則 と し て 研 究 室 で
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の 活 動 を 継 続 す る 一 方 で 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 感 染 予 防 の 観 点 か

ら 、講 義 は 、対 面 と オ ン ラ イ ン を 併 用 し て 実 施 し 、修 士 学 位 論 文 発 表 は オ

ン ラ イ ン 、博 士 学 位 論 文 発 表 は 対 面 で 実 施 し ま し た 。ま た 、薬 学 研 究 科 と

同 様 に 、「 未 来 医 療 創 造 人 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト『 BUTTOBE』」に お い て 、生

命 科 学 研 究 科 博 士 課 程 の 大 学 院 生 4 名 に 対 し 、 研 究 奨 励 金 お よ び 研 究 費

を 支 給 し 、 本 学 大 学 院 生 の 研 究 支 援 や 生 活 支 援 を 実 施 し ま し た 。  

大 学 院 生 を 対 象 と し た グ ロ ー バ ル キ ャ リ ア プ ロ グ ラ ム の 詳 細 は 、36 頁

の 「 生 命 科 学 部 に お け る 国 際 化 の 推 進 」 に 記 載 し ま し た 。  

④ 研 究 推 進 機 構 の 設 置 に よ る 研 究 ブ ラ ン ド 力 の 強 化 ： 共 同 研 究 の 拡 充 と 研

究 基 盤 の 整 備 等  

１ ） 研 究 推 進 機 構 の 設 置  

本 学 に お け る 研 究 の 更 な る 強 化 と 戦 略 的 な 研 究 体 制 の 構 築 を 目 指 し

て 、研 究 推 進 機 構（ 共 同 研 究 セ ン タ ー 、研 究 施 設・機 器 管 理 セ ン タ ー 、

イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 セ ン タ ー か ら 構 成 ）を 発 足 さ せ ま し た 。共 同 研 究 セ

ン タ ー 規 程 、研 究 施 設・危 機 管 理 セ ン タ ー 規 程 の 整 備 に 着 手 し 、共 同 機

器 の 管 理 一 元 化 を 行 っ て 効 率 の 良 い 共 同 機 器 の 利 用 を 進 め ま す 。 共 同

機 器 と し て 、「 生 体 分 子 間 結 合 能 評 価 装 置 Dianthus」 と DNA 配 列 解

析 装 置 「 3500 ジ ェ ネ テ ィ ッ ク ア ナ ラ イ ザ 」 を 購 入 し ま し た 。  

２ ） 萌 芽 的 研 究 ユ ニ ッ ト （ 2021（ 令 和 3） ～ 2022（ 令 和 4） 年 度 ）  

本 学 独 自 の 研 究 支 援 策 で あ る「 萌 芽 的 研 究 ユ ニ ッ ト 」（ ボ ト ム ア ッ プ

型 研 究：８ 件 の 申 請 ）は 2 件 の 研 究 を 採 択 し 4 月 よ り 研 究 を 開 始 し ま

し た 。 こ の ユ ニ ッ ト は 、 来 年 度 さ ら に ２ 件 の 萌 芽 研 究 ユ ニ ッ ト を 増 や

し 、将 来 的 に は 単 年 度 1,000 万 円 程 度 の 直 接 経 費 の 競 争 的 資 金 の 獲 得

を 目 指 し て い ま す 。  

抗 体 医 薬 に よ る 新 規 緑 内 障 治 療 法 の 開 発 研 究  林 秀 樹 准 教 授  

炎 症 性 腸 疾 患 に 対 す る 制 御 性 単 球 療 法 の 開 発 に

関 す る 研 究  

浅 野 謙 一 准 教 授  

３ ） 科 学 技 術 振 興 機 構 （ JST） の 次 世 代 研 究 者 挑 戦 的 研 究 プ ロ グ ラ ム  

本 学 申 請 の「 未 来 医 療 創 造 人 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト『 BUTTOBE』」が 採 択

さ れ た こ と に よ っ て 、研 究 科 博 士 課 程 の 大 学 院 生 1８ 名（ 薬 学 14 名 、生

命 科 学 ４ 名 ）に 対 し 、研 究 奨 励 金（ 生 活 費 相 当：月 額 18 万 円 ）及 び 研 究

費（ 年 額 20 万 円 ）を 支 給 し 、本 学 大 学 院 生 の 生 活 支 援 や 研 究 支 援 を 実 施

し ま し た 。 さ ら に 、 各 種 BUTTOBE プ ロ グ ラ ム （ 語 学 強 化 、 知 財 教 育 、

Ph.D デ ィ フ ェ ン ス 、講 演 会 等 ）を 実 施 し 、大 学 院 生 の ス キ ル ア ッ プ に 貢

献 し ま し た 。  

４ ） 産 学 連 携 の 強 化  

イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 セ ン タ ー を 中 心 と し て 産 学 連 携 を 進 め ま し た 。

ま た 現 在 、産 学 連 携 の 強 化 の た め に 産 学（ 官 ）連 携 推 進 会 議 の 設 置 を 準

備 し て い ま す 。 本 学 の 強 み の 1 つ で あ る 製 薬 企 業 等 で 活 躍 す る OB、

OG を 中 心 に 人 選 し 、 産 学 ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ ま す 。  
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５ ） 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 支 援 事 業  

本 学 で は 、2020（ 令 和 2）年 度 よ り 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策

に 関 連 し て 以 下 の 研 究 を 進 め 、 今 年 度 も 継 続 し て 行 い ま し た （ 研 究 期

間 ： 2 年 間 ）。 最 終 報 告 書 を 受 け 評 価 を 行 う 準 備 を 進 め て い ま す 。  

３ CL プ ロ テ ア ー ゼ 阻 害 剤 の 効 率 的 合 成 お よ び 阻 害

活 性 評 価 法 の 開 発  

今 野 翔 助 教  

筋 肉 を 場 と す る 超 音 波 応 答 性 ナ ノ バ ブ ル に よ る 革

新 的 DNA ワ ク チ ン の 基 盤 研 究  

多 田 塁 講 師  

検 査 従 事 者 が 低 リ ス ク・少 労 力 で 使 用 で き る 小 型 リ

ア ル タ イ ム RT-PCR シ ス テ ム  

森 岡 和 大 助 教  

オ ン ラ イ ン 教 育 に よ る 技 能・態 度 の 学 習 効 果 検 証 事

業  

成 井 浩 二 講 師  

６ ） 研 究 広 報  

ア ウ ト リ ー チ や 広 報 活 動 に つ い て は 以 下 の 取 り 組 み を 行 い ま し た 。  

・研 究 広 報 誌「 CERT」を ２ 回 発 刊 し ま し た 。テ ー マ は「 創 薬 基 盤 技

術 」 と 「 微 生 物 」 で し た 。  

・ 研 究 広 報 Web サ イ ト を 開 設 し ま し た 。（ https://cutt ing-edge-

research.toyaku.ac . jp/）  

・ マ ッ チ ン グ イ ベ ン ト （ Bio Japan、 ア グ リ ビ ジ ネ ス 、 フ ァ ー マ ラ

ボ 、 DSANJ） へ 出 展 及 び 参 加 し ま し た 。  

・日 本 科 学 未 来 館  研 究 エ リ ア 採 択 事 業 と し て 、生 命 科 学 部 生 命 エ ネ

ル ギ ー 工 学 研 究 室 か ら の 「 サ ス テ イ ナ ブ ル バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー プ

ロ ジ ェ ク ト 」が 採 択 さ れ 、こ れ に 参 加 し ま し た 。8 月 に は「 微 生 物

で 電 気 を つ く る ？  バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー が ひ ら く サ ス テ イ ナ ブ ル

な 社 会 」と い う タ イ ト ル で 、バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー が 持 続 可 能 な 社 会

へ ど の よ う に 貢 献 す る の か を 分 か り や す く 解 説 し た 公 開 講 座 を

YouTube で 行 い ま し た 。ま た 、 12 月 か ら「 ス ー パ ー 発 電 菌 を み

ん な で 探 そ う プ ロ ジ ェ ク ト 」を 開 始 し 、全 国 の 泥 を 用 い た 泥 電 池 の

発 電 量 を 18 チ ー ム が 各 地 で 測 定 し 、 2 月 に 参 加 者 と 専 門 家 が 発

電 結 果 に つ い て 一 緒 に オ ン ラ イ ン で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い ま し

た 。  

・ 2021（ 令 和 3） 年 度 JST 女 子 中 高 生 の 理 系 進 路 選 択 支 援 プ ロ グ

ラ ム 採 択 事 業 と し て 「 TAMA リ ケ ジ ョ 育 成 プ ロ グ ラ ム 」 に 採 択 さ

れ ま し た 。ラ ボ 見 学 、体 験 実 習 、出 前 授 業 、企 業 訪 問 、サ イ エ ン ス

カ フ ェ な ど 、 様 々 な 方 法 で 理 系 進 路 選 択 へ つ な げ る イ ベ ン ト を 開

催 し 、多 摩 地 区 を 中 心 と し た 中 学・高 校 と 連 携 し て 活 動 を 行 い ま し

た 。  

・ 学 生 サ イ エ ン ス コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー を 採 用 し 、 上 記 の 「 TAMA リ ケ

ジ ョ 育 成 プ ロ グ ラ ム 」へ の 参 加 や 、日 本 科 学 未 来 館 で の 活 動 を 中 心
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に 、活 動 を 進 め ま し た 。特 に 、リ ケ ジ ョ プ ロ グ ラ ム で の 出 前 実 習 や

サ イ エ ン ス カ フ ェ で は 、学 生 サ イ エ ン ス コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー が 企 画・

運 営 に 主 体 的 に 関 わ り 実 施 し ま し た 。  

７ ）文 部 科 学 省「 私 立 大 学 等 改 革 総 合 支 援 事 業 」お よ び「 ウ ィ ズ コ ロ ナ 時

代 の 新 た な 医 療 に 対 応 で き る 医 療 人 材 養 成 事 業 」  

私 立 大 学 等 改 革 総 合 支 援 事 業（ 4 タ イ プ ）に つ い て は 、タ イ プ 2「 特

色 あ る 高 度 な 研 究 の 展 望 」 が 採 択 さ れ ま し た 。  

2021（ 令 和 3）年 度 補 正 予 算 に お い て「 ウ ィ ズ コ ロ ナ 時 代 の 新 た な

医 療 に 対 応 で き る 医 療 人 材 養 成 事 業 」で は 、テ ー マ 2Ａ「 実 習 等 に 資 す

る シ ミ ュ レ ー タ 等 の DX 設 備 整 備 」（ 9,920 千 円 ）と テ ー マ 2Ｂ「 感 染

対 策 関 連 機 器 の 導 入 」（ 184,000 千 円 ） に 採 択 さ れ ま し た 。  

８ ） 外 部 資 金 獲 得 状 況 （ 2021（ 令 和 3） 年 度 ）  

・ 科 学 研 究 費 助 成 事 業 （ 科 研 費 ） 研 究 代 表 者 と し て 採 択 分   

研 究 種 目  件 数  金 額 （ 千 円 ）  

新 学 術 領 域 研 究  1 2 ,500 

基 盤 研 究 （ B）  17 6 8 , 9 9 6   

基 盤 研 究 （ C）  60 5 8 , 8 8 0  

挑 戦 的 研 究 （ 萌 芽 ）  3 5 ,300  

学 術 変 革 領 域 研 究 （ B）  1 1 1 , 5 0 0   

若 手 研 究  19 2 2 , 5 0 0  

特 別 研 究 員 奨 励 費  3 2 ,600 

研 究 活 動 ス タ ー ト 支 援  5 5 ,600 

合  計  109  1 7 7 , 7 9 6  

・ 採 択 制 ・ 外 部 研 究 資 金 （ 委 託 事 業 等 、 一 部 抜 粋 ）（ 単 位 ： 千 円 ）  

団 体 名 称  事 業 等 名 称  
研 究 費  

総 額  

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

革 新 的 先 端 研 究 開 発 支 援 事 業  15 ,600 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

革 新 的 先 端 研 究 開 発 支 援 事 業  47 ,463 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

次 世 代 が ん 医 療 創 生 研 究 事 業  12 ,760 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

次 世 代 が ん 医 療 創 生 研 究 事 業  5 ,200 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

先 端 的 バ イ オ 創 薬 等 基 盤 技 術 開 発

事 業  

13 ,910 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

再 生 医 療 実 現 拠 点 ネ ッ ト ワ ー ク プ

ロ グ ラ ム  

13 ,000 
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国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

再 生 医 療・遺 伝 子 治 療 の 産 業 化 に 向

け た 基 盤 技 術 開 発 事 業  

9 ,000 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

新 興・再 興 感 染 症 に 対 す る 革 新 的 医  

薬 品 等 開 発 推 進 研 究 事 業  

5 ,850 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

難 治 性 疾 患 実 用 化 研 究 事 業  10 ,400 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

難 治 性 疾 患 実 用 化 研 究 事 業  8 ,047 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

難 治 性 疾 患 実 用 化 研 究 事 業  3 ,250 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

創 薬 基 盤 推 進 研 究 事 業  3 ,900 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

医 薬 品 等 規 制 調 和 ・ 評 価 研 究 事 業  740 

国 立 研 究 開 発 法 人 日 本 医

療 研 究 開 発 機 構  

慢 性 の 痛 み 解 明 研 究 事 業  1 ,950 

国 立 研 究 開 発 法 人 科 学 技

術 振 興 機 構  

戦 略 的 創 造 研 究 推 進 事 業  12 ,480 

国 立 研 究 開 発 法 人 科 学 技

術 振 興 機 構  

戦 略 的 創 造 研 究 推 進 事 業  12 ,350 

国 立 研 究 開 発 法 人 科 学 技

術 振 興 機 構  

未 来 社 会 創 造 事 業  10 ,400 

国 立 研 究 開 発 法 人 科 学 技

術 振 興 機 構  

未 来 社 会 創 造 事 業  1 ,690 

国 立 研 究 開 発 法 人 科 学 技

術 振 興 機 構  

研 究 成 果 展 開 事 業  1 ,495 

国 立 研 究 開 発 法 人 国 立 精

神・神 経 医 療 研 究 セ ン タ ー  

精 神・神 経 疾 患 研 究 開 発 費 研 究 事 業  400 

合 計  20 件  189,885 

・ 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金  

区 分  補 助 金 額 （ 千 円 ）  

一 般 補 助  622,134 

特 別 補 助  44,015 

合 計  666,149 

・ 文 部 科 学 省 等 補 助 金 （ 設 備 、 装 置 、 遠 隔 授 業 ）  

「 私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費 等 補 助 金（ 私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費 ）」

研 究 設 備 名 「 3500 ジ ェ ネ テ ィ ッ ク ア ナ ラ イ ザ 」  

事 業 経 費 19,998 千 円 ／ 補 助 金 額 10,000 千 円   

・「 私 立 学 校 情 報 機 器 整 備 費 （ 遠 隔 授 業 活 用 推 進 事 業 ）」  
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事 業 経 費 21,212 千 円 ／ 補 助 金 額 9,131 千 円  

・ 受 託 研 究 ・ 共 同 研 究 受 入 状 況 に つ い て （ 件 数 ・ 金 額 等 ）  

契 約 件 数  64 

  

機 関 別  合 計  64 

う ち 、 民 間 事 業 者 等 と の 契 約  35 

う ち 、 国 等 の 機 関 と の 契 約  29 

う ち 、 そ の 他 団 体 と の 契 約  0 

  

契 約 形 態 別  合 計  64 

 う ち 、 受 託 研 究  37 

 う ち 、 共 同 研 究  27 

  

契 約 金 額  合 計 （ 単 位 ： 千 円 ）  261,276 

う ち 受 託 研 究 （ 単 位 ： 千 円 ）  215,055 

う ち 共 同 研 究 （ 単 位 ： 千 円 ）  46,221 

９ ） 知 的 財 産 関 連  

知 的 財 産 関 連 の 収 入 と し て 2,578 千 円 が あ り ま し た 。特 許 件 数 、研

究 成 果 有 体 物 の 件 数 は 以 下 の と お り で す 。  

特 許 申 請 （ 国 内 出 願 ）  15 

特 許 申 請 （ PCT 出 願 、 外 国 出 願 ）  5 

研 究 成 果 有 体 物  3 

10） 他 研 究 機 関 等 と の 連 携 協 定 に 基 づ く 共 同 研 究  

工 学 院 大 学 、 明 星 大 学 と の 連 携 協 定 に 基 づ い た 共 同 研 究 を 実 施 す る

に あ た り 、 本 学 施 設 の 共 同 利 用 を 実 施 し ま し た 。  

⑤ 東 京 医 科 大 学 と の 教 育 ・ 研 究 連 携 推 進  

本 学 と 東 京 医 科 大 学 は 1992（ 平 成 4）年 に 姉 妹 校 を 締 結 し 、今 日 ま で

幅 広 く 教 育 ・ 研 究 の 交 流 を 続 け て き ま し た 。 本 年 度 は 以 下 の 3 項 目 を よ

り 一 層 充 実 ・ 推 進 さ せ る た め の 体 制 整 備 に 着 手 し ま し た 。  

１ ）学 部 生 の 臨 床 教 育 、と り わ け 医 学・看 護・薬 学 の 学 部 横 断 的 な 専 門

職 連 携 教 育  

２ ） 両 校 間 の 臨 床 及 び 基 礎 共 同 研 究  

３ ） 東 京 医 科 大 学 病 院 薬 剤 部 と 本 学 実 務 家 教 員 の 人 事 交 流  

(2) 学 生 支 援  

① 修 学 支 援 の 充 実  

1） 奨 学 金 制 度 と 修 学 等 の 奨 励  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 学 生 等 が 進 学 ・ 修 学 を あ き ら め

る こ と が な い よ う 、国 は 2021（ 令 和 3）年 度 補 正 予 算 を 措 置 し て 、経

済 的 に 厳 し い 状 況 に あ る 学 生 に 対 し て 「 学 生 等 の 学 び を 継 続 す る た め
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の 緊 急 給 付 金 」（ 現 金 10 万 円 ）の 給 付 を 開 始 し ま し た 。こ れ に 呼 応 し

本 学 で は 、 給 付 型 奨 学 金 受 給 者 143 名 及 び そ れ 以 外 の 申 請 者 99 名 、

合 計 242 名 を 対 象 者 と し て 日 本 学 生 支 援 機 構 に 推 薦 し ま し た 。  

こ の 他 に 、大 学 と し て は 、下 表 の よ う な 学 費 の 貸 与 、応 急 援 助 奨 学 金

の 給 付 も 実 施 し て お り 、約 4 割 の 学 生 が 何 ら か の 支 援 を 受 け て い ま す 。

後 援 会 、 同 窓 会 東 薬 会 も 、 種 々 の 学 生 へ の 支 援 を 行 っ て い ま す 。  

ま た 、学 業 成 績 が 極 め て 優 秀 な 学 生（ 86 名 ）に 対 し て 、学 費 の 減 免

を 行 う と と も に 、入 学 時 学 習 奨 励 奨 学 金 を 給 付 し た ほ か 、後 援 会 の 協 力

の も と 学 部 学 生 研 究 奨 励 賞 や 資 格 取 得 な ど の 様 々 な 活 動 に 対 す る 奨 励

を 行 い 、 学 内 啓 発 に 努 め ま し た 。  

な お 、本 学 一 般 奨 学 金 は 、そ の 財 源 の 一 部 に 創 立 130 周 年 記 念 募 金

を 原 資 と し た 基 金 か ら 1 千 万 円 を 充 当 し て 貸 与 し ま し た 。  

奨 学 金 支 給 状 況 （ 202１ （ 令 和 3） 年 度 ）  

【 学  部 】  

大 学 奨 学 金  

奨 学 金 の 種 別  支 給 形 態  
支 給 対 象  

学 生 数  

在 籍 学 生 数 に  

対 す る 比 率 (%)  

東 京 薬 科 大 学 一 般 奨 学 金  貸 与  42 1.2 

応 急 援 助 奨 学 金  給 付  5 0.1 

緊 急 時 奨 学 金  貸 与  0 0.0 

災 害 奨 学 金  貸 与  0 0.0 

東 京 薬 科 大 学 特 別 奨 学 金  減 免  86 2.4  

東 京 薬 科 大 学 入 学 時  
学 習 奨 励 奨 学 金  

給 付  60 1.7 

 

日 本 学 生 支 援 機 構 (JASSO)奨 学 金  

奨 学 金 の 種 別  支 給 形 態  
支 給 対 象  

学 生 数  
在 籍 学 生 数 に  

対 す る 比 率 (%)  

日 本 学 生 支 援 機 構 （ 給 付 ）  給 付  166 4.6 

日 本 学 生 支 援 機 構  
(第 一 種 、 無 利 子 )  

貸 与  485 13.4 

日 本 学 生 支 援 機 構  
(第 二 種 、 有 利 子 )  

貸 与  783 21.6 

※ 学 部 在 籍 学 生 数  3,624 名 （ 2021（ 令 和 3） 年 5 月 1 日 現 在 ）  

 

【 大 学 院 】  

大 学 奨 学 金  

奨 学 金 の 種 別  支 給 形 態  
支 給 対 象  

学 生 数  
在 籍 学 生 数 に  

対 す る 比 率 (%)  

東 京 薬 科 大 学 特 別 奨 学 金  減 免  10 4.4 

東 京 薬 科 大 学 一 般 奨 学 金  貸 与  0 0.0 

東 京 薬 科 大 学 災 害 奨 学 金  
（ 福 島 県 沖 地 震 見 舞 金 ）  

給 付  1 0.4 
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日 本 学 生 支 援 機 構 奨 学 金  

奨 学 金 の 種 別  支 給 形 態  
支 給 対 象  

学 生 数  
在 籍 学 生 数 に  

対 す る 比 率 (%)  

日 本 学 生 支 援 機 構 (第 一 種 )  貸 与  61 27.1 

日 本 学 生 支 援 機 構 (第 二 種 )  貸 与  4 1.7 

※ 大 学 院 在 籍 学 生 数  225 名 （ 2021（ 令 和 3） 年 5 月 1 日 現 在 ）  

2） コ ロ ナ 禍 で の 修 学 支 援  

新 型 コ ロ ナ 感 染 拡 大 で 、 前 期 に は 東 京 都 内 に 緊 急 事 態 宣 言 が 発 出 さ

れ 、本 学 で は「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 に 向 け た 東 京 薬 科 大

学 の 活 動 指 針 」 の 課 外 活 動 の レ ベ ル を 2.5 と し て 課 外 活 動 を 全 面 中 止

と し ま し た が 、9 月 30 日 に 同 宣 言 が 解 除 と な っ た た め 、課 外 活 動 レ ベ

ル を 2.0 へ 緩 和 し 、 11 月 か ら 課 外 活 動 を 再 開 さ せ ま し た 。 引 き 続 き 、

感 染 リ ス ク の 高 い と 想 定 さ れ る 合 宿 、コ ン パ 開 催 は 禁 止 と し て い ま す 。

ま た 、体 育 館 ト レ ー ニ ン グ 室 に は 、専 任 の ト レ ー ナ ー を 配 置 し 、三 密 防

止 の も と で ト レ ー ニ ン グ で き る 環 境 の 整 備 、 体 育 施 設 の 安 全 点 検 を 行

い ま し た 。  

コ ロ ナ 禍 に よ り 日 常 の 修 学 、 メ ン タ ル ヘ ル ス に 深 刻 な 影 響 が 出 る と

想 定 さ れ た た め 、ア ド バ イ ザ ー 制 度 、学 生 相 談 室（ 対 面 相 談 、電 話 相 談 ）、

保 健 室 な ど を 活 用 し て 、 学 生 が 心 身 と も に 健 康 な 状 態 を 維 持 で き る よ

う 対 応 策 を 取 り ま し た 。両 学 部 の 新 入 生 に 対 し て は 、学 生 生 活 健 康 調 査

を 実 施 し 、そ の 解 析 か ら 、心 理 面 で 不 安 定 と 思 わ れ る 学 生 あ る い は 面 談

を 希 望 す る 学 生 に は 学 生 相 談 室 が 早 期 に 声 掛 け を 行 い ま し た 。 支 援 が

必 要 と 判 断 し た 学 生 に は 、カ ウ ン セ ラ ー が 電 話 相 談 等 を 含 め 、直 接 対 応

し 、 支 援 を 行 っ て い ま す 。  

学 生 指 導 に 関 し て は 、学 生 ポ ー タ ル を 通 じ て 、新 型 コ ロ ナ 感 染 予 防 対

策 の 徹 底 を 呼 び か け た ほ か 、防 災 、防 犯 、薬 物 乱 用 防 止 、課 外 活 動 に 関

す る 注 意 事 項 、 キ ャ ン パ ス マ ナ ー の 向 上 な ど に つ い て 随 時 情 報 を 発 信

し 、 注 意 喚 起 を 行 い ま し た 。  

学 生 の 健 康 管 理 に お い て は 、4 月 に 実 施 す る 定 期 健 康 診 断 で は 、密 を

避 け る 形 式 を 取 り 、 ク ラ ス ご と に 日 程 を 分 散 し 、 通 常 時 で あ れ ば 4 日

間 で の 実 施 を ７ 日 間 を か け 丁 寧 に 行 い ま し た 。 学 部 ・ 大 学 院 合 わ せ て

96.8％ の 学 生 が 受 診 し ま し た 。 イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 で は 後 援 会 か

ら の 接 種 費 用 の 補 助 が あ り 、学 内 接 種 の 学 生 は 764 名 、学 外 医 療 機 関

で の 接 種 は 173 名 と な っ て い ま す 。  

② 学 生 生 活 の 環 境 整 備  

食 堂 設 備 の 改 修 を 行 い 、2021（ 令 和 3）年 6 月 よ り 新 規 食 堂 運 営 業 者

に よ る 食 堂 運 営 が 始 ま り ま し た 。ま た 、日 替 わ り キ ッ チ ン カ ー に よ る 昼 食

販 売 を 継 続 す る と と も に 、2021（ 令 和 3）年 度 か ら は 研 究 2 号 館 及 び 研

究 4 号 館 で の 弁 当 販 売 な ど も 実 施 し て い ま す 。  

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 予 防 対 策 に お け る 学 内 の 環 境 整 備 と し て 、 前 年 に 引
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き 続 き 、学 修 施 設 の 毎 日 の 消 毒 作 業 、三 密 を 避 け た 講 義 室・学 生 会 館 内 の

座 席 環 境 整 備 、携 帯 用 ス プ レ ー ボ ト ル 消 毒 液 の 無 料 補 充 を 実 施 し ま し た 。

ま た 食 堂 へ の 飛 沫 防 止 の 衝 立（ サ イ ド 用 ）の 追 加 設 置 、自 習 ス ペ ー ス や 課

外 活 動 に 必 要 な 除 菌 シ ー ト ス タ ン ド の 設 置 、 CO2 濃 度 測 定 器 の 設 置 な ど

を 行 い ま し た 。  

女 子 寮 に つ い て は 、 空 気 清 浄 機 を 狭 く 密 に な り や す い 浴 室 脱 衣 所 に 新

た に 設 置 し ま し た 。  

③ キ ャ リ ア 支 援 の 強 化  

コ ロ ナ 禍 に よ り 就 職 採 用 活 動 は 対 面 か ら オ ン ラ イ ン に 大 き く 変 わ り 、

人 気 企 業 に は 全 国 か ら 応 募 で き る 環 境 と な り ま し た 。  

本 学 生 命 科 学 部 で は 2020（ 令 和 2） 年 度 に お い て 内 定 取 得 率 が 低 下

し た こ と か ら 、対 面 で 早 い 時 期 か ら 就 活 支 援 を 実 施 し た 結 果 、2021（ 令

和 3） 年 度 は 内 定 率 100％ と な り ま し た 。 一 方 薬 学 部 で は 2021（ 令 和

3）年 度 に お い て は 早 々 に 薬 局 及 び ド ラ ッ グ ス ト ア に 内 定 を 取 得 し 、就 活

を 終 了 す る 学 生 が 増 え ま し た 。  

（ 具 体 的 取 組 ）  

・ 2022（ 令 和 4） 年 1 月 よ り キ ャ リ ア セ ン タ ー 事 務 室 を 学 生 会 館 1

階 に 移 動 し 、 明 る い 印 象 の ア ク セ ス ポ イ ン ト と し て 学 生 が 気 軽 に 立

ち 寄 る 環 境 を 作 り ま し た 。そ の 結 果 、訪 問 学 生 数 、面 接 希 望 数 が 大 幅

に 増 加 し ま し た 。  

・ オ ン ラ イ ン 説 明 会 、 面 接 の 増 加 を 受 け て オ ン ラ イ ン 用 ブ ー ス 2 台 を

設 置 し て い ま す が 、 需 要 期 に は 不 足 す る こ と か ら 面 談 室 も 活 用 し て

い ま す 。  

・ 企 業 出 身 者 の 面 接 要 員 を 2021（ 令 和 3） 年 4 月 よ り 1 名 増 員 し 2

名 体 制 と し ま し た が 、 面 接 を 希 望 す る 学 生 多 数 の た め 盛 況 な 状 況 と

な っ て い ま す 。  

・ 低 学 年 対 策 と し て 正 規 授 業 で 就 職 へ の 意 識 付 け を 行 い ま し た 。 ま た

１ ～ ２ 年 次 の ガ イ ダ ン ス で は キ ャ リ ア 支 援 を 強 化 し て い ま す 。  

・卒 業 後 ３ 年 時 調 査 の デ ー タ は 更 新 し 、就 活 生 の OB・OG コ ン タ ク ト

に 活 用 し て い ま す 。昼 休 み を 活 用 し た OB・OG ラ ン チ ョ ン セ ミ ナ ー

は 4 回 開 催 し 、 毎 回 10 名 前 後 の 参 加 者 を 得 て い ま す 。 低 学 年 生 か

ら の 参 加 も あ り 、 彼 ら が 今 後 イ ン フ ル エ ン サ ー と な る こ と を 期 待 し

て い ま す 。  

 

４  薬 学 部 研 究 １ ・ ２ 号 館 等 の 長 期 的 な 維 持 管 理 と 機 能 向 上 に 向 け て の リ ニ ュ

ー ア ル 工 事  

学 内 に お け る 高 水 準 の 教 育・研 究 設 備 な ど 、学 生 の 学 修 環 境 を 整 備 す る こ と

は 法 人 と し て の 本 学 の 責 務 と 考 え ま す 。機 能 的 で 安 全 な 実 験 施 設 の 整 備 と 、長

寿 命 で 環 境 に も 配 慮 し た キ ャ ン パ ス の 実 現 を 念 頭 に 、2018（ 平 成 30）年 度

よ り 本 学 は 複 数 年 に わ た る リ ニ ュ ー ア ル 工 事 に 着 手 し て き ま し た 。  
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2018～ 2019 年  教 育 １ ・ 2 号 館 の 基 礎 実 習 室 、 ト イ レ 改 修  

2020 年  

研 究 4 号 館 4～ 5 階  

教 育 3 号 館 講 義 室 、 ト イ レ 改 修 （ 一 部 ）  

研 究 2 号 館 （ 一 部 ）  

2021 年  
研 究 １ ・ 2 号 館 （ 一 部 ）  

教 育 １ ・ ２ 号 館 講 義 室 、 ト イ レ 改 修  

本 年 2021（ 令 和 3）年 度 は 、研 究 １・2 号 館 の 薬 学 部 教 室 の 一 部 、ま た 、

法 令 に 準 拠 し た 各 フ ロ ア へ の 少 量 危 険 物 保 管 室 5 室 、薬 品 保 管 室 ３ 室 の 設 置・

改 修 を 進 め ま し た 。 こ れ は 中 長 期 計 画 「 TOUYAKU150 Ver .2」 に 基 づ き 、

2024（ 令 和 ６ ）年 度 の 完 成 を 予 定 し て い る 薬 学 部 研 究 １・２ 号 館 の 大 規 模 リ

ニ ュ ー ア ル 工 事 の 一 部 で す 。こ の リ ニ ュ ー ア ル 工 事 は 、７ つ の ス テ ッ プ に 分 け

ら れ て 計 画 さ れ て お り 、 そ の 最 初 の ２ つ の ス テ ッ プ が 順 調 に 完 了 し ま し た 。  

リ ニ ュ ー ア ル 工 事 は 全 般 を 通 じ て 次 の 点 に 配 慮 し て い ま す 。  

  実 験 台 、 ド ラ フ ト 等 の 研 究 設 備 の 改 善  

  電 気 設 備 ・ 給 排 水 設 備 の ル ー ト の 最 適 化  

  電 気 、 ガ ス 、 給 排 水 等 の イ ン フ ラ の 安 全 性 向 上  

  教 育 ・ 研 究 活 動 を 止 め な い た め の 綿 密 な ロ ー リ ン グ 計 画 の 策 定  

研 究 や 実 験 に 集 中 し て 打 ち 込 め る 環 境 を 整 え 、 研 究 活 動 を 通 し て 学 生 の 問

題 解 決 能 力 の 向 上 を 実 現 す る た め に は 、安 全 で 機 能 的 な 実 習 室・研 究 室 を 整 備

し て 、学 生 の 知 識 と 技 能 の 研 鑽 を 支 え る こ と は 不 可 欠 で す 。完 成 年 度 の 2024

（ 令 和 6） 年 度 に 向 け て 、 リ ニ ュ ー ア ル 工 事 は 今 後 も 継 続 的 に 実 施 し ま す 。  

 

５  リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 強 化  

昨 年 度 に 引 き 続 き 、感 染 症 危 機 管 理 対 策 本 部 を 中 心 と し 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 に 関 す る 学 外 内 の 情 報 収 集 、対 応 の 決 定 、そ の 発 信 に あ た り ま し た 。

感 染 症 へ の 対 応 は 継 続 し て 行 い 、保 健 室 と 密 に 連 携 を 講 じ た 上 で 、学 生 を は じ

め 教 職 員 等 構 成 員 の 健 康・衛 生 環 境 を 守 る こ と に 努 め ま し た 。一 時 的 に 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 罹 患 者 が 減 少 し 、 落 ち 着 い た か の よ う な 状 況 と も な り ま

し た が 、新 た に 感 染 力 の 強 い オ ミ ク ロ ン 株 の 出 現 に よ り 、2022（ 令 和 4）年

1 月 か ら 学 内 に も 罹 患 者 及 び 濃 厚 接 触 者 が 増 加 し ま し た が 、 感 染 拡 大 防 止 対

策 を 実 施 し ま し た 。  

本 部 事 務 局 は 、教 育・研 究 活 動 が 可 能 な 限 り 対 面 で 実 施 で き る よ う に 環 境 を

整 え な が ら 、学 部 生 、大 学 院 生 の 学 内 入 構 制 限 に 取 り 組 み ま し た 。ま た 同 時 に 、

広 報 的 危 機 管 理（ レ ピ ュ テ ー シ ョ ン マ ネ ジ メ ン ト ）、震 災 対 策 、防 犯 対 策 な ど

の リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に つ い て も 強 化 を 図 り ま し た 。  

 

６  全 学 的 な ICT 整 備 の 推 進  

こ れ ま で 行 っ て き た ICT 関 連 の 設 備 投 資 を「 With/After コ ロ ナ 」の 状 況 を

十 分 に 配 慮 し た 計 画 と し て 進 め 、教 育・研 究 活 動 、学 生 サ ー ビ ス 及 び 大 学 運 営
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を 妨 げ る こ と の な い よ う に ICT 環 境 の 整 備 を 行 い ま し た 。  

本 学 で は 全 学 生 に ノ ー ト 型 PC の 携 帯 を 義 務 付 け て お り 、 従 来 か ら 学 内 で

LMS（ Learning Management System） な ど を 活 用 し て 学 習 す る 際 に は 、

無 線 LAN 設 備 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て き ま し た 。 こ の コ ロ ナ 禍 に お い て は 、

遠 隔 授 業 を キ ャ ン パ ス 内 で 受 講 す る 場 合 も 多 く 、 登 校 し た 学 生 は 三 密 回 避 の

た め に 場 所 を 分 散 し て 受 講 す る 必 要 が あ り ま す 。そ の た め 学 内 無 線 LAN 設 備

の 需 要 が 更 に 高 ま っ て い る と 考 え 、2021（ 令 和 3）年 度 は 学 生 会 館 、図 書 館 、

教 育 ３ 号 館 大 講 義 室 の 無 線 LAN 環 境 を 大 幅 に 増 強 し ま し た 。世 界 的 な 半 導 体

不 足 の 影 響 を 回 避 で き る 製 品 選 定 を 行 っ た 結 果 、 150 台 近 く の 無 線 LAN ア

ク セ ス ポ イ ン ト の 設 置 工 事 は 年 度 内 に 完 了 さ せ る こ と が で き ま し た 。  

ま た 学 生 サ ー ビ ス の 向 上 か ら 、証 明 書 発 行 シ ス テ ム を 更 新 し ま し た 。卒 業 証

明 書 、成 績 証 明 書 、学 割 証 と い っ た 各 種 証 明 書 は 、従 来 の 学 内 発 行 に 加 え て 、

全 国 の 大 手 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア で の 発 行 も 可 能 と な り ま し た （ た だ し 薬 学

部 及 び 薬 学 研 究 科 の 2006（ 平 成 18）年 度 以 前 入 学 者 に は 未 対 応 と な っ て い

ま す ）。 本 シ ス テ ム は Web に よ る 発 行 申 請 や 、 ク レ ジ ッ ト カ ー ド な ど に よ る

決 済 に も 対 応 し 、帰 省 中 や 就 職 活 動 中 の 学 生 、あ る い は 遠 方 に 在 住 す る 卒 業 生

で あ っ て も 手 軽 に 証 明 書 を 受 け 取 れ る 仕 組 み を 備 え て い ま す 。  

 

７  創 立 140 周 年 記 念 募 金 事 業 等 の 推 進  

(1) 創 立 140 周 年 記 念 募 金 事 業  

「 史 料 館 の 整 備 」 と 八 王 子 キ ャ ン パ ス 開 設 以 来 の 建 物 の 本 格 的 な 大 型 リ

ニ ュ ー ア ル 工 事 事 業 を 対 象 と し た「 教 育・研 究 環 境 の 整 備・充 実 」を 目 的 と

し た 募 金 を 創 立 140 周 年 記 念 事 業 と し て 創 設 、2020（ 令 和 2）年 9 月 1

日 か ら ３ 年 間 の 期 間 で 開 始 し た 記 念 募 金 事 業 を 2021（ 令 和 3） 年 度 も 継

続 し て 推 進 し ま し た 。 2021 （ 令 和 3 ） 年 度 の 寄 附 金 受 領 金 額 は

12,100,000 円（ 募 金 事 業 開 始 以 降 の 累 計 額 は 62,025,761 円 ）で あ り 、

主 な 寄 付 者 は 卒 業 生 、 教 員 、 名 誉 教 授 等 で し た 。  

(2) 史 料 館 整 備 事 業   

東 京 薬 科 大 学 の 建 学 の 精 神 や ア イ デ ン テ ィ テ ィ と し て の そ の 歴 史 を 後 世

に 伝 え 、先 人 の 求 め た も の を 学 ぶ 教 育 の 場 と し て の 本 学 史 料 館 は 2020（ 令

和 2）年 度 に 第 １ 期 整 備 を 終 え 新 装 開 館 し ま し た 。2021（ 令 和 3）年 度 は

「 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 創 立 140 周 年 記 念 募 金 」の 浄 財 を 用 い 、前 年 度 の

未 整 備 部 分 を 中 心 に 第 2 期 整 備 と し て １ ． 生 命 科 学 部 や そ の 卒 業 生 に 関 す

る 展 示 史 料 の 充 実 、２ ．「 マ タ ー ポ ー ト 」シ ス テ ム の 導 入 に よ る バ ー チ ャ ル

史 料 館 を 開 設 す る こ と で 、遠 方 の 卒 業 生 な ど 、学 外 鑑 賞 希 望 者 へ の 利 便 性 の

提 供 、 ３ ． 史 料 館 整 備 の た め ご 寄 附 い た だ い た 方 （ 60 名 分 ） の 銘 板 設 置 、

を 行 い ま し た 。 史 料 館 の 利 用 状 況 と し て は コ ロ ナ 禍 で の 入 館 制 限 は あ っ た

も の の 、4 月 以 降 そ の 公 開 に 努 め 、薬 学 部・生 命 科 学 部 学 生 の ゼ ミ ナ ー ル 教

育 へ の 活 用 や オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 来 学 者 、高 校 か ら の グ ル ー プ 見 学 者 、募 金

寄 附 者 や そ の ご 遺 族 、創 立 者 子 孫 、企 業 関 係 訪 問 者 な ど が 来 館 の う え 鑑 賞 さ
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れ ま し た （ 延 べ 912 名 ）。 そ の 他 、 オ ン ラ イ ン 開 催 の ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ

に お い て は 史 料 館 作 成 動 画 を 放 映 す る こ と で 本 学 の 広 報 資 料 と し て も 活 用

し ま し た 。 史 料 蒐 集 に つ い て は 丹 波 敬 三 先 生 の 子 孫 の 方 か ら 丹 波 先 生 に 関

わ る 貴 重 な 史 料（ 勲 一 等 瑞 宝 章 、神 農 像 賛 や 扁 額「 天 高 気 清 」な ど 十 数 点 ）

を 寄 贈 い た だ く な ど 収 蔵 史 料 を 充 実 さ せ る こ と が で き ま し た 。 研 究 体 制 に

つ い て は 、東 京 薬 科 大 学 史 料 館 客 員 研 究 員 規 程 を 制 定 し 、蒐 集 史 料 の 学 術 的

研 究 の た め の 体 制 を 整 え ま し た 。  

(3) 140 周 年 記 念 誌 の 発 行 事 業  

本 学 創 立 140 周 年 を 記 念 し て 、記 念 誌（『 写 真 に み る 東 薬 140 年 － 東 日 本

大 震 災 復 興 か ら コ ロ ナ 禍 － 』カ ラ ー 版 A4 判 、136 頁 、2,000 部 ）を 作 成 し 、

10 月 に 発 行 し ま し た 。 本 学 創 立 130 周 年 記 念 誌 に 続 く も の で 、 2011（ 平

成 23） 年 4 月 か ら 2020（ 令 和 2） 年 3 月 ま で の 10 年 間 の 本 学 の 記 録 を

集 大 成 し た も の で す 。 11 名 の 年 表 等 作 成 委 員 会 が 計 8 回 に わ た り 構 成 及 び

写 真 類 の 選 択 を 行 い 、 ま た 4 名 の 年 表 等 編 集 委 員 が 12 回 に わ た り 記 録 の 執

筆 、 確 認 作 業 、 校 正 作 業 を 担 当 し ま し た 。 当 初 7 月 の 発 行 を 予 定 し 作 業 に 着

手 し ま し た が 、前 年 度 か ら の コ ロ ナ 禍 に よ る 職 員 の 入 校 制 限 な ど を 受 け て 、資

料 収 集 、写 真 収 集 が 遅 れ 、編 集 作 業 、校 正 作 業 も 遅 延 し 、作 成 ス ケ ジ ュ ー ル の

変 更 を 余 儀 な く さ れ ま し た 。  

記 念 誌 は 主 に 、本 学 進 学 校 で あ る 高 校 関 係 者 、近 隣 自 治 体 、創 立 140 周 年

記 念 募 金 寄 附 者 、 本 学 教 職 員 及 び 本 学 退 職 者 に 寄 贈 し ま し た 。  

 

【 主 な 事 業 】  

１  法 人 組 織 ・ 理 事 会 機 能 の 強 化  

(1) 寄 附 行 為 の 改 正 （ 収 益 事 業 へ の 対 応 等 ）・ 各 規 程 の 整 備  

法 人 運 営 に 係 る 収 益 事 業 、付 随 事 業 実 施 の 可 能 性 、情 報 公 開 の 推 進 へ の 対

応 の 一 環 と し て 、理 事 会 活 動 の 開 示 を 継 続 的 進 め ま し た 。ま た 、次 期 評 議 員

選 任 選 挙 に 向 け た 現 行 選 挙 ル ー ル の 検 証 、見 直 し に お い て 、国 に よ る 学 校 法

人 の ガ バ ナ ン ス 改 革 、新 法 人 制 度 改 革 案 の 審 議 動 向 を 踏 ま え 、現 行 の 本 学 寄

附 行 為 と の 比 較 を 行 う 等 、理 事 会 で 確 認 作 業 を 実 施 し ま し た 。2021（ 令 和

3）年 、文 部 科 学 省 よ り「 理 事 会 及 び 評 議 員 会 の 運 営 及 び 議 事 録 の 取 扱 い 並

び に 学 校 法 人 寄 附 行 為 作 成 例 の 改 正 に つ い て 」の 通 知 に 基 づ き 、本 学 寄 附 行

為 を 変 更 す る こ と と し 、理 事 会 、評 議 員 会 で の 決 議 を 得 ま し た（ 変 更 認 可 申

請 は 次 年 度 実 施 ）。  

各 種 業 務 が 複 雑 か つ 多 岐 に 進 め ら れ て い る 中 、 業 務 が 高 い 水 準 で 処 理 さ

れ 、迅 速 に 遂 行 で き る よ う 関 係 規 程 を 整 備 し 、法 人 運 営 に あ た り ま し た 。と

り わ け 、公 印 が よ り 適 正 に 管 理 又 は 使 用 さ れ る 必 要 の 観 点 か ら 、現 行 の 公 印

規 程 を 見 直 し 、 改 正 を 図 り ま し た 。  

(2) 広 報 力 ・ ブ ラ ン ド 力 の 強 化  

2021（ 令 和 3）年 度 の 大 学 広 報 力 強 化 事 業 で は 、新 た な ス テ ッ プ と し て

‟認 知 向 上“ か ら ”魅 力 向 上“ へ の 3 か 年 計 画 を ス タ ー ト さ せ ま し た 。当 該
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計 画 に 基 づ い た「 デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 、ア ナ ロ グ コ ン テ ン ツ 及 び コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン コ ン テ ン ツ に よ る プ ロ モ ー シ ョ ン ミ ッ ク ス 202１ 」 を 基 本 方 針 と

し て 、タ ー ゲ ッ ト は 受 験 生 と し な が ら も 、「 社 会 に 評 価 さ れ る 大 学 」と し て

本 学 の 魅 力 を 社 会 に 発 信 で き る よ う【 手 段 】で は な く 、【 コ ン テ ン ツ 】に 重

点 を お い た 活 動 を 行 い ま し た 。 そ の 中 で 以 下 ３ 項 目 を 本 年 度 の 重 点 事 項 と

し て 強 化 し ま し た 。  

① 広 報 人 材 の 能 力 開 発  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 活 動 に 制 限 を 受

け る も の の 、 在 学 生 及 び 教 職 員 か ら は 研 究 活 動 な ど 本 学 の 魅 力 に 発 展 す

る 可 能 性 の あ る 情 報 を 積 極 的 に 収 集 し ま し た 。 そ の 情 報 を 魅 力 あ る も の

に 替 え 、ホ ー ム ペ ー ジ・SNS・プ レ ス リ リ ー ス・メ ル マ ガ な ど 通 じ て 積 極

的 に 発 信 し て い ま す 。そ の 結 果 、外 部 の マ ス メ デ ィ ア か ら の 取 材 の 機 会 も

増 え ま し た 。OJT（ 職 場 内 訓 練 ）の 一 環 と し て 、こ の よ う な 取 材 の 機 会 を

捉 え 、 広 報 ス タ ッ フ の 能 力 開 発 を 進 め ま し た 。  

② 魅 力 的 な 見 せ 方 の プ ロ デ ュ ー ス  

外 部 か ら の 認 知 度 の 向 上 に 伴 い 本 学 へ の 接 触 機 会 を 増 加 さ せ た た め 、

ホ ー ム ペ ー ジ に て 学 内 情 報 を 取 材 し た 内 容 等 を 既 存 の コ ン テ ン ツ を 融 合

さ せ て 魅 せ る 、ま と め 専 門 サ イ ト（「 東 薬 DX サ イ ト 」、「 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 関 連 サ イ ト 」、「 部 活 動 紹 介 サ イ ト 」 な ど ） を 新 た に 開 設 し ま し た 。  

③ 学 生 広 報 ス タ ッ フ  

2021（ 令 和 3） 年 度 も 活 動 制 限 が あ る 中 で 、 学 生 広 報 ス タ ッ フ “ C-

lab” は そ の 活 動 に つ い て SNS な ど を 通 じ て 積 極 的 に 情 報 発 信 を 実 施 し

ま し た 。ま た 、学 生 広 報 ス タ ッ フ ”C-lab“ オ リ ジ ナ ル キ ャ ラ ク タ ー「 ら

ぼ た ん 」を 考 案 し ま し た 。そ れ に 加 え 、広 報 委 員 会 の 協 力 を 得 て 、関 連 グ

ッ ズ を 作 成 し 、 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス で は 受 験 生 に 無 料 配 布 イ ベ ン ト を 実

施 し ま し た 。さ ら に 、当 初 の 計 画 ど お り 、学 生 広 報 ス タ ッ フ 専 用 サ イ ト を

制 作 、 オ ー プ ン さ せ ま し た 。  

(3) SDGs へ の 積 極 的 な 取 り 組 み  

国 連 が 推 進 す る 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 （ SDGs）」 に 基 づ き 、 本 学 は 活 動

を 展 開 し ま し た 。教 育・研 究 分 野 で は 、生 命 科 学 部 に お い て 積 極 的 に 環 境 問

題 を 取 り 上 げ る と と も に 、 薬 用 植 物 園 を 中 心 に 生 物 の 多 様 性 を 追 求 し ま し

た 。ま た 、学 生・教 職 員・学 内 業 者 が 協 働 で 運 営 し て い る 環 境 経 営 委 員 会 に

お い て 、脱 プ ラ ス チ ッ ク 運 動 、省 エ ネ ル ギ ー 運 動 に 取 り 組 み ま し た 。ま た 、

学 生 食 堂 で 行 わ れ て い る リ・リ パ ッ ク 弁 当 容 器 回 収 事 業 、学 生 部 門 が 主 体 と

な り 行 う 夏 の グ リ ー ン カ ー テ ン 設 置 を 大 学 と し て 支 援 し ま し た 。  

 

２  大 学 組 織 力 の 強 化 （ 財 務 戦 略 ・ 人 事 戦 略 ）  

(1) 財 務 戦 略  

① 安 定 し た 学 生 数 の 確 保   

安 定 し た 財 政 基 盤 を 築 く た め に は 安 定 し た 学 生 数 の 確 保 が 極 め て 重 要
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で す 。本 学 に 入 学 し た 学 生 に 対 し て 安 心・安 全 で 優 れ た 修 学 環 境 の 中 で 教

育・研 究 活 動 を 経 験 し て も ら う こ と 、オ ー プ ン キ ャ ン パ ス で 本 学 を 訪 れ た

受 験 生 に ポ ジ テ ィ ブ な 印 象 を 持 ち 帰 っ て も ら う こ と の 積 み 重 ね が 必 要 で

す 。こ れ ら 戦 略 的 事 業 に つ い て は 重 点 事 業 の『 選 ば れ る 大 学（ 教 育・研 究

の 質 向 上 ・ 学 生 支 援 ）』 等 に 記 載 し ま し た 。  

2021（ 令 和 ３ ） 年 度 も 安 定 し た 学 生 数 の 確 保 に 成 功 し て い る こ と は 、

こ れ ら の 事 業 が 功 を 奏 し た も の で 、 今 後 も 大 学 と し て の ブ ラ ン ド を 高 め

る た め の 魅 力 的 な キ ャ ン パ ス 作 り を 目 指 し ま す 。  

② 学 生 生 徒 等 納 付 金 以 外 の 収 入 源 の 確 保  

大 学 の 持 続 的 な 発 展 の た め に は 学 生 生 徒 等 納 付 金 以 外 の 収 入 の 確 保 が

必 要 で す 。2021（ 令 和 ３ ）年 度 は 、所 有 す る 不 動 産 を 活 用 し た 駐 車 場 収

入 、附 属 薬 局 の 収 益 増 加 等 に よ り 、着 実 な 収 入 確 保 を 達 成 し て い ま す 。ま

た 、2020（ 令 和 2）年 9 月 に 開 始 さ れ た 創 立 140 周 年 記 念 募 金 が 2 年

目 を 迎 え た こ と を 機 に 、募 金 委 員 会 と 基 金 委 員 会 を 統 合 し 、募 金・基 金 の

募 集 方 法 や 制 度 の あ り 方 を 改 善 し ま し た 。 知 的 財 産 関 連 の 収 入 源 の 確 保

や 、文 部 科 学 省「 ウ ィ ズ コ ロ ナ 時 代 の 新 た な 医 療 に 対 応 で き る 医 療 人 材 養

成 事 業 」 な ど の 競 争 的 資 金 の 獲 得 を 行 い ま し た 。  

(2) 固 定 化 し た 経 費 の 適 正 化 ： 業 務 の 効 率 化 の 推 進  

長 年 積 み 重 ね ら れ た 業 務 の 抜 本 的 な 見 直 し 、 ICT の 積 極 的 な 活 用 、

With/After コ ロ ナ を 意 識 し た BCP の 構 築 な ど を 重 視 し な が ら 、 前 年 度

に 引 き 続 き 次 の 事 業 を 推 進 し て き ま し た 。  

・ 事 務 組 織 全 員 の ノ ー ト 型 パ ソ コ ン へ の 更 新 完 了  

・ 会 議 資 料 、 起 案 書 な ど の ペ ー パ レ ス 化 の 推 進  

・ 会 計 処 理 業 務 （ 発 注 ・ 検 収 ・ 経 費 精 算 ） の 電 子 化 を 目 指 し た 検 討  

・ 在 学 生 ・ 卒 業 生 向 け の 各 種 証 明 書 の コ ン ビ ニ 発 行 シ ス テ ム の 導 入  

・ Microsoft365 な ど を 用 い た テ レ ワ ー ク 環 境 の 整 備 と 、 文 書 管 理 の

効 率 化  

最 適 化 さ れ た 経 費 で 大 学 運 営 を 行 う こ と は 、 組 織 と し て の 基 礎 能 力 向

上 に 繋 が る も の と 捉 え て 、 今 後 も 業 務 効 率 化 の た め の 改 善 に 努 め ま す 。  

(3) 人 事 戦 略  

① 評 価 制 度 の 構 築  

教 員 評 価 に あ っ て は 、現 在 行 っ て い る「 教 育・研 究 等 の 活 動 記 録 並 び に

自 己 点 検・評 価 書 」を 基 に 、「 客 観 的 評 価 の シ ス テ ム の 導 入 」の 準 備 を 進

め て い ま す 。ま た 、事 務 職 員 に あ っ て は 、2020（ 令 和 2）年 度 に ト ラ イ

ア ル で 行 っ た 業 務 評 価 に 能 力 評 価 を 加 え 、職 員 の 能 力 、行 動 を 把 握 し 指 導

育 成 を 行 う 材 料 と し ま し た 。 人 件 費 の 適 正 化 に も 繋 げ る こ と を 踏 ま え 、

2022（ 令 和 4） 年 度 か ら の 本 評 価 導 入 に 向 け そ の 精 度 を 高 め ま し た 。  

② 退 職 者 数 予 測 に 基 づ く 適 正 人 数 の 確 保 及 び 非 正 規 雇 用 者 等 の 登 用 の 適 正

化 の 検 討  

退 職 者 数 予 測 に 基 づ く 事 務 職 員 の 定 年 、及 び 中 途 退 職 に 伴 い 、特 定 業 務
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の 充 実 を 意 図 し た 事 務 職 員 を 公 募 し 、2021（ 令 和 3）年 度 末 に は 職 員 2

名 の 採 用 内 定 を 図 り ま し た 。ま た 、薬 学 部 嘱 託 教 員 は 正 規 雇 用 職 員 に 転 換

し ま し た 。  

③ 事 務 組 織 の 見 直 し と 事 務 の 集 中 化  

本 学 の 教 育・研 究 を 発 展 さ せ 、中 長 期 的 に 強 固 に 支 え 続 け る た め 事 務 組

織 の 強 化 を 進 め 、業 務 改 善 に よ る 円 滑 化・効 率 化・合 理 化 を 図 り 、新 た な

業 務 ス キ ー ム へ チ ャ レ ン ジ 可 能 な 体 制 の 構 築 に 取 り 組 み ま し た 。 事 業 計

画「 大 学 組 織 力 の 強 化（ 財 務 戦 略・人 事 戦 略 ）」の 一 環 と し て 、経 理 課 と

資 産 管 理 課 を 統 合 し 財 務 課 と す る と と も に 、 総 合 企 画 課 に 募 金 事 務 局 を

設 置 す る 事 務 組 織 の 変 更 を 行 い ま し た 。ま た 、同 事 業 計 画「 選 ば れ る 大 学

（ 教 育・研 究 の 質 向 上 ）」の 海 外 連 携 教 育 研 究 の 推 進 に 向 け た 事 業 実 施 に

お い て 、 当 事 業 を 所 管 す る に 相 応 し い 部 署 及 び 名 称 と す べ く 、 次 年 度 よ

り 、 現 行 の 国 際 交 流 セ ン タ ー を 国 際 課 に 変 更 す る こ と と し ま し た 。  

業 務 の 一 元 化 、デ ジ タ ル 化 、電 子 化 等 を 進 め る と と も に 、教 育 研 究 推 進

部 の 各 課 事 務 室 の 更 な る 集 約 化 を 図 る た め 、 キ ャ リ ア セ ン タ ー を 教 育 棟

の 地 上 階 で あ る 学 生 会 館 内 に 移 設 し ま し た 。  

 

３  選 ば れ る 大 学 （ 教 育 ・ 研 究 の 質 向 上 ・ 学 生 支 援 ）  

(1) 教 育 ・ 研 究 の 質 向 上  

① 海 外 連 携 教 育 研 究 の 推 進 に 向 け た 事 業  

「 TOUYAKU150 Ver .2」 に は 国 際 的 に 活 躍 で き る 、 高 度 な 語 学 力 と

国 際 感 覚 を 備 え た 人 材 の 育 成 を 目 標 に 掲 げ て い ま す 。薬 学 部 で は 、世 界 的

な コ ロ ナ 禍 に あ っ て 、 前 年 に 引 き 続 き 全 て の 国 際 交 流 事 業 が 中 止 を 余 儀

な く さ れ ま し た 。生 命 科 学 部 で は 、大 学 院 の 正 規 プ ロ グ ラ ム と し て 、2020

（ 令 和 ２ ） 年 度 に 学 術 交 流 に 関 す る 協 定 を 締 結 し た 米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア

州 立 大 学 サ ン マ ル コ ス 校 と 、オ ン ラ イ ン で 国 際 共 同 PSM（ Professional 

Sc ience Master） プ ロ グ ラ ム を 実 施 し ま し た 。  

ま た 、 両 学 部 が 協 働 し て 国 際 連 携 教 育 研 究 を 行 っ て い く た め の 準 備 体

制 を 整 え る た め 、「 海 外 連 携 教 育 研 究 セ ン タ ー（ 仮 称 ）」準 備 室 を 設 置 し 、

十 分 な 検 討 を 進 め 、2022（ 令 和 4）年 4 月 よ り 新 た に「 国 際 教 育 研 究 セ

ン タ ー 」 を 発 足 さ せ る な ど 、 以 下 の 取 り 組 み を 実 施 し ま し た 。  

１ ）「 海 外 連 携 教 育 研 究 セ ン タ ー （ 仮 称 ）」 準 備 室 設 置  

・本 学 全 体 の 国 際 化 を 推 進 す る と と も に 、各 学 部・研 究 科 の 国 際 化 を 推

進 す る た め の「 海 外 連 携 教 育 研 究 セ ン タ ー（ 仮 称 ）」設 置 を 検 討 す る

準 備 室 を 設 置 し ま し た 。従 来 事 業 の 成 果 /コ ス ト の 最 大 化 を 目 指 し て 、

国 際 交 流 セ ン タ ー 、各 学 部 の 国 際 交 流 委 員 会 の 組 織 、業 務 分 担 、職 員

の 配 置 な ど に つ い て 見 直 し を 行 い ま し た 。  

・「 国 際 教 育 研 究 セ ン タ ー 」 の 発 足  

上 記 の 検 討 の 結 果 、名 称 を「 国 際 教 育 研 究 セ ン タ ー 」と す る 新 た な セ

ン タ ー を 立 ち 上 げ る こ と を 決 定 し 、事 務 部 門 と し て 国 際 課（ 旧 国 際 交 流
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セ ン タ ー ）を 設 置 す る こ と と し ま し た 。本 セ ン タ ー は 、両 学 部 の 協 働 に

よ り 、グ ロ ー バ ル 規 模 で 拡 大 す る 保 健 医 療 課 題 、健 康 問 題 、環 境 問 題 、

生 命 科 学 な ど に 関 す る 課 題 解 決 に 資 す る 人 材 育 成 、研 究 、産 学 連 携 を 進

め る こ と を 目 的 と し て い ま す 。準 備 室 に お い て 、本 セ ン タ ー に 係 る 規 程

の 策 定 、業 務 内 容 及 び 人 員 配 置 の 検 討 、事 業 計 画 、予 算 の 策 定 を 行 い 、

2022（ 令 和 4） 年 4 月 よ り セ ン タ ー の 運 用 を 開 始 す る こ と と し て い

ま す 。  

２ ） 薬 学 部 に お け る 国 際 交 流  

・ 前 年 度 に 引 き 続 き 、 予 定 さ れ て い た 国 際 交 流 事 業 は コ ロ ナ 禍 に よ り

全 て 中 止 と し ま し た 。学 生 、研 究 者 の 渡 航 だ け で な く 、３ 年 生 を 対 象

と し た ア ド バ ン ス ゼ ミ ナ ー ル（ UCSF よ り 招 聘 授 業 ）に つ い て も 、実

施 で き ま せ ん で し た が 、 国 際 交 流 に 関 心 が 高 い 学 生 の 学 習 意 欲 を 低

減 さ せ な い た め に USC サ マ ー プ ロ グ ラ ム（ オ ン ラ イ ン セ ミ ナ ー ）に

初 め て 参 加 し ま し た 。  

・ コ ロ ナ 禍 に よ り 中 断 さ れ て い た 中 国 中 医 科 学 院 か ら の 客 員 研 究 員 受

入 れ に つ い て は 2022（ 令 和 4） 年 5 月 に 再 開 す る こ と を 決 定 し 、

受 入 準 備 を 開 始 し ま し た 。  

・ フ ラ ン ス か ら の 次 年 度 の 大 学 院 生 受 入 を 目 的 と し て 、 日 本 学 生 支 援

機 構 に 奨 学 金 申 請 を 行 い 採 択 さ れ ま し た 。  

３ ） 生 命 科 学 部 に お け る 国 際 化 の 推 進  

・生 命 科 学 研 究 科 で は 、2021（ 令 和 3）年 度 の 正 規 科 目 と し て CSUSM

と の Web を 利 用 し た「 国 際 PSM 講 義（ 選 択 科 目 ２ 単 位 ）」を 開 講 し

ま し た 。 こ れ は CSUSM の 正 規 科 目 と し て バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー CPP

プ ロ グ ラ ム （ Conversat ion Partner Program） を 共 同 実 施 し た も

の で す 。 CPP で は 、 サ ン マ ル コ ス 校 の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー コ ー ス の

大 学 院 2 年 生 （ 20 名 ） と 本 学 大 学 院 生 （ 16 名 ） が 、 1:1 又 は 少 人

数 で Zoom に よ り テ ー マ を 決 め て 約 4 か 月 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を

行 う と と も に 、全 体 で 発 表 会 を 行 い ま し た 。こ の 異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン は 、学 生 の 学 ぶ モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 、会 話 力 の 向 上 に 非 常 に 有

用 で あ る こ と が 示 さ れ て い ま す 。  

・オ ン ラ イ ン 海 外 特 別 研 修 プ ロ グ ラ ム を 学 部 生 向 け に 、8 月 9 日（ 月 ）

～ 20 日（ 金 ）の 10 日 間 に わ た り 、カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 ア ー バ イ ン

校 （ Univers ity of Cal i fornia I rv ine： 以 下 、 UCI） の 協 力 で 実 施 し

ま し た 。ス ピ ー キ ン グ 、リ ス ニ ン グ 、UCI 教 員 に よ る 生 命 科 学 分 野 の

レ ク チ ャ ー や UCI 内 の バ ー チ ャ ル 施 設 見 学 な ど 、 本 学 の た め に カ ス

タ マ イ ズ さ れ た プ ロ グ ラ ム で 、 UCI の 学 部 生 と の Conversat ion 

Partner Meet ing に も 本 学 学 生 は 積 極 的 に 参 加 し 、 オ ン ラ イ ン で は

あ る も の の 、 臨 場 感 溢 れ る 研 修 が 展 開 さ れ ま し た 。  

② 大 学 入 学 者 選 抜 に つ い て （ 入 試 制 度 改 革 ）  

2022（ 令 和 4）年 度 入 試 は 、前 年 度 に 引 き 続 き 同 様 に コ ロ ナ 禍 の 状 況
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の 中 、 文 部 科 学 省 の ガ イ ド ラ イ ン に 沿 っ た 感 染 防 止 対 策 を 講 じ た 上 で 試

験 を 実 施 し ま し た 。 感 染 症 対 策 に 係 る 特 別 措 置 で は 、 薬 学 部 一 般 選 抜 B

方 式 の 追 試 験 （ 2022（ 令 和 4） 年 3 月 9 日 ） を 実 施 す る と と も に 、 感

染 拡 大 に 伴 う 更 な る 受 験 機 会 の 確 保 の た め の 措 置 と し て 、 特 別 追 試

（ 2022（ 令 和 4） 年 3 月 22 日 ） を 実 施 し た こ と が 挙 げ ら れ ま す 。  

入 試 広 報 に お い て は 、 コ ロ ナ 禍 に お い て 従 来 の 来 場 型 の オ ー プ ン キ ャ

ン パ ス を 中 止 せ ざ る を 得 な い 状 況 に な り ま し た が 、 一 部 の イ ベ ン ト に お

い て 「 参 加 人 数 を 限 定 し た 来 場 型 +LIVE 配 信 」 を 行 う ハ イ ブ リ ッ ド 方 式

を 初 め て 試 み 、遠 方 等 の 理 由 で 来 場 が 難 し い 受 験 生 に も 配 慮 し 、多 く の 高

校 生 に 本 学 の 魅 力 を 知 っ て も ら う 絶 好 の 機 会 と 捉 え 積 極 的 に 広 報 活 動 を

展 開 し ま し た 。  

2022（ 令 和 4） 年 度 入 試 の 総 志 願 者 数 は 、 3,949 名 （ 昨 年 度 4,067

名・前 年 比 3％ 減 ）で 、学 部 別 で は 薬 学 部 2,367 名（ 前 年 度 2,510 名・

前 年 比 6％ 減 ）、生 命 科 学 部 1,582 名（ 前 年 度 1,557 名・前 年 比 2％ 増 ）

と な り ま し た 。 薬 学 部 に お い て は 、 男 子 が 前 年 志 願 者 数 を 上 回 っ た も の

の 、 女 子 の 志 願 者 数 が 薬 学 6 年 制 移 行 の 入 試 以 来 最 低 の 志 願 者 数 と な り

ま し た 。 志 願 者 数 を 安 定 的 に 確 保 し て い く た め 入 試 制 度 改 革 の 継 続 的 な

取 り 組 み を 必 要 と し て い ま す 。生 命 科 学 部 に お い て は 2019（ 令 和 元 ）年

度 の 大 幅 な 入 試 制 度 改 革 を 経 て 、志 願 者 数 は 増 加 に 転 じ て い る も の の 、受

験 者 の 資 質 確 保 ・ 偏 差 値 上 昇 に 向 け た 施 策 を 推 進 し て い ま す 。  

(2) 学 生 支 援  

① 学 術 情 報 基 盤 の 充 実  

オ ン ラ イ ン 授 業 の 導 入 に よ り 自 宅 で 学 習 す る 機 会 が 増 え た 学 生 の た め

に 、学 外 か ら 、い つ で も ア ク セ ス 可 能 な 学 修・研 究 環 境 の 整 備 が 求 め ら れ

て お り 、学 術 情 報 基 盤 強 化 は 、不 可 欠 な 事 業 と 位 置 付 け ら れ て い ま す 。本

学 の 図 書 館 で は 、 EZproxy（ 学 内 愛 称 『 TLiP： Toyaku Library Proxy 

service』）を 契 約 し て お り 、電 子 ジ ャ ー ナ ル や デ ー タ ベ ー ス を 学 外 か ら 利

用 す る こ と が で き 、 教 育 研 究 に 活 用 し て き ま し た 。  

し か し 雑 誌 価 格 の 高 騰 に よ り 予 算 が 逼 迫 す る 中 、 予 算 の 有 効 利 用 が 求

め ら れ る こ と か ら 、図 書 館 委 員 会 で は 、電 子 ジ ャ ー ナ ル や デ ー タ ベ ー ス の

利 用 に 関 す る 調 査 、分 析 、検 証 作 業 を 行 い 、次 年 度 の 購 入 タ イ ト ル を 決 定

し ま し た 。そ の 結 果 は 両 学 部 の 教 授 総 会 で 報 告 し 、利 用 者 へ の 周 知 を 図 り

ま し た 。  

ま た 、 後 援 会 の 支 援 を 受 け 、 ア ク リ ル パ ネ ル の 設 置 や 閲 覧 席 の セ ル フ

消 毒 セ ッ ト の 購 入 な ど 、 館 内 の 感 染 防 止 対 策 を 実 施 し ま し た 。  

② 通 学 環 境 の 改 善  

2021（ 令 和 3） 年 度 か ら 豊 田 バ ス の 運 行 状 況 が 把 握 で き る よ う GPS

設 置 の 整 備 を 進 め ま し た 。  
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４  リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 強 化  

(1) 震 災 対 策  

震 災 対 策 に つ い て は 、コ ロ ナ 禍 と い う こ と も あ り 、対 面 で の 訓 練 は 見 合 わ

せ ま し た が 、継 続 性 を 重 視 し て オ ン ラ イ ン で の 訓 練 を 実 施 し ま し た 。防 災 訓

練 で は 、例 年 実 施 し て い た 消 火 訓 練 や AED の 使 用 方 法 な ど に 加 え て 、大 学

で 所 有 す る ス ト レ ッ チ ャ ー な ど の 資 機 材 の 設 置 場 所 や そ の 使 用 方 法 の 説 明 、

災 害 備 蓄 品 の 場 所 な ど の 説 明・共 有 化 に 努 め ま し た 。災 害 は 昼 夜 い つ 発 生 す

る か 分 か ら ず 、 発 生 時 に 大 学 に い る 構 成 員 が 誰 で も 活 用 で き な け れ ば 困 る

と い う 趣 旨 か ら 加 え て い ま す 。災 害 時 の 備 蓄 品（ 食 料 、水 、衛 生 用 品 等 ）に

つ い て も 、 賞 味 期 限 を 考 慮 の 上 順 次 更 新 し ま し た 。  

(2) 防 火 ・ 防 災 ・ 防 犯 の 推 進  

本 学 の 防 災 設 備 の 取 り 扱 い に つ い て 、 担 当 課 と 受 付 を 担 当 す る 警 備 会 社

と の 連 携 の も と 、防 災 設 備 使 用 の 講 習 を 実 施 し 、緊 急 時 の 対 応 の 仕 方 に つ い

て 確 認 、 防 火 ・ 防 災 対 応 力 の 向 上 を 図 り ま し た 。  

大 学 内 で の 防 災 訓 練 関 係 に お い て は 、 コ ロ ナ 禍 の 影 響 で 昨 年 と 同 様 に 1

年 生 対 象 の シ ェ イ ク ア ウ ト 訓 練 は 対 面 式 で 実 施 し 、 全 教 職 員 等 を 対 象 と し

た 防 災 訓 練 、消 防 訓 練 は オ ン ラ イ ン な ど を 活 用 し 、管 轄 す る 東 京 消 防 庁 八 王

子 消 防 署 由 木 分 署 等 の 協 力 を 得 て 実 施 し ま し た 。 今 後 も 様 々 な 視 点 で の 訓

練 を 継 続 し 、い ざ と い う 時 に 活 動 で き る よ う な 態 勢 の 構 築 に 努 め て い ま す 。 

入 構 管 理 に つ い て は 、大 学 の 出 入 口 を 3 カ 所（ 南 門（ 正 門 ）、北 門 、守 衛

所 ）に 絞 り 、検 温（ サ ー マ ル カ メ ラ に よ る も の 等 ）、入 構 管 理（ 学 生 証 、職

員 証 に よ る カ ー ド タ ッ チ 、学 外 者 は 入 構 手 続 き ）を 実 施 し 、不 審 者 対 策 も 含

め 学 内 滞 在 者 を 明 確 化 で き る 体 制 を 整 え ま し た 。 本 学 を 管 轄 す る 南 大 沢 警

察 署 と 警 備 会 社 と も 連 携 し 、不 審 者 対 応 訓 練 を 通 じ て 、課 題 点 な ど を 発 見 す

る こ と が で き ま し た 。今 後 も 継 続 的 に 訓 練 を 実 施 し て 、技 術 等 の 向 上 や 学 生

が 安 心 し て 教 育 ・ 研 究 に 臨 め る 安 全 な 環 境 づ く り を 行 い ま し た 。  

(3) 化 学 物 質 管 理 と 学 内 周 知  

202１ （ 令 和 ３ ） 年 度 に お い て は 化 学 物 質 安 全 管 理 講 習 会 を オ ン ラ イ ン

で 開 催 し 、化 学 物 質 の 取 り 扱 い 方 法 、学 内 廃 棄 物 の 分 別 方 法・廃 液 処 理 、劇

毒 物 及 び 危 険 物 安 全 管 理 、薬 品 漏 洩 時 の 対 応 方 法 、化 学 物 質 の リ ス ク ア セ ス

メ ン ト に 関 す る 講 習 を 継 続 し て 行 い ま し た 。 ま た 化 学 物 質 を 利 用 す る 前 に

そ の 安 全 性 を 確 認 し 、 リ ス ク ア セ ス メ ン ト を 容 易 に 把 握 で き る よ う に 前 年

度 に 電 子 端 末（ タ ブ レ ッ ト 端 末 ）を 薬 品 管 理 者 に 配 付 し 、活 用 を 図 り ま し た 。

各 薬 品 管 理 者 を は じ め と す る 薬 品 取 扱 者 全 員 が 、 そ れ ぞ れ が 扱 う 薬 品 の 特

性 を 理 解 し 、 よ り 安 全 に 適 切 に 取 り 扱 え る よ う に 取 り 組 み ま し た 。  

(4) 迅 速 な ハ ラ ス メ ン ト 対 策  

2021（ 令 和 3）年 度 は 、オ ン デ マ ン ド 形 式 で 、ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策 委

員 会 主 催 に よ り 、2020（ 令 和 2）年 度 に 引 き 続 き 、第 2 回 ハ ラ ス メ ン ト 対

策 の 講 習 会（ 12 月 14 日 か ら 1 月 14 日 ま で ）を 実 施 し 、教 職 員 の ハ ラ ス

メ ン ト に 対 す る 更 な る 意 識 の 向 上 を 図 り ま し た 。  
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次 年 度 よ り 、ハ ラ ス メ ン ト 事 案（「 調 停 」、「 申 立 て 」）に 発 展 す る 前 段 階 で

対 策 を 行 う こ と を 目 的 と し て 、「 ハ ラ ス メ ン ト 相 談 室 」を 設 置 す る こ と と し 、

ハ ラ ス メ ン ト 関 連 規 程 の 改 正 も 図 り 、 新 た な ハ ラ ス メ ン ト 防 止 体 制 を 構 築

し ま し た 。  

(5) 危 機 管 理 に 対 応 す る マ ニ ュ ア ル の 整 備  

事 務 局 各 課 に お い て 、不 測 の 事 態 が 発 生 し た 場 合 の BCP の 見 直 し 、避 難

訓 練 や 安 全 講 習 を 繰 り 返 し て の マ ニ ュ ア ル の 整 備 を 行 い 、 担 当 職 員 の 更 な

る ス キ ル ア ッ プ 、 意 識 向 上 を 図 り ま し た 。  

 

５  全 学 的 な ICT 整 備 の 推 進  

全 学 的 な ICT 整 備 は デ ジ タ ル 化 や ペ ー パ レ ス 化 を 主 軸 と し た 業 務 改 善 を 通

じ 推 進 し て い ま す 。  

(1) 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 強 化  

情 報 セ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ー に 関 連 す る 規 程 の 整 備 は 、 次 年 度 も 引 き 続 き

実 施 し て い き ま す 。ま た 、利 便 性 と 情 報 セ キ ュ リ テ ィ と の バ ラ ン ス を 考 慮 し

な が ら 、 ク ラ ウ ド コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ を は じ め と す る 時 代 に 即 し た 情 報 技

術 を 積 極 的 に 導 入 す る た め の 検 討 を 行 い ま し た 。  

(2) ICT 管 理 体 制 の 再 編 成  

教 育 研 究 及 び 事 務 業 務 活 動 で 利 用 す る 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 や 各 種 基 本

サ ー ビ ス の 管 理 体 制 を 見 直 し ま し た 。 主 に 大 学 全 体 の 活 動 に 関 わ る 情 報 シ

ス テ ム 基 盤 と 、 教 育 研 究 に 特 化 し た ICT 基 盤 の 管 理 体 制 を 見 直 し 、 新 し い

管 理 体 制 を ス タ ー ト さ せ ま し た 。  

(3) 業 務 の デ ジ タ ル 化 の 推 進 （ DX）  

長 年 積 み 重 ね ら れ て き た 業 務 体 系 や 業 務 そ の も の を 見 直 し 、 情 報 技 術 を

積 極 的 に 活 用 し た 、 With/After コ ロ ナ を 意 識 し た BCP の 構 築 に 取 り 組 み

ま し た 。特 に 経 費 精 算 を は じ め と す る 会 計 処 理 業 務 を 見 直 し 、伝 統 的 な ア ナ

ロ グ 方 式 か ら デ ジ タ ル 化 へ の 改 革 （ DX） を 、 2022（ 令 和 4） 年 度 の 実 施

に 向 け た 準 備 を 整 え ま し た 。  

 

６  地 域 貢 献 ・ 社 会 貢 献  

本 学 に お い て は 生 涯 学 習 の 教 育 と 施 設（ 付 属 施 設 ）を 活 用 し た 社 会 貢 献 を

推 進 し て い ま す 。ま た 、地 域・社 会 が 求 め る 専 門 的 人 材 の 派 遣 し 、地 域 貢 献

に 努 め て い ま す 。  

(1) 社 会 貢 献 活 動 （ 卒 後 教 育 ）  

① 卒 後 教 育 講 座  

1） 春 期 ： 本 学 大 講 義 室 （ 座 席 総 数  560 席 ） を 使 用 し 、 6 月 と 7 月 に 2

日 間 、集 合 研 修 と オ ン ラ イ ン 研 修 を 併 用 し 、以 下 の 課 題 で 実 施 し ま し た 。 

・第 277 回  6 月 6 日：3 講 座  受 講 者 数 は 105 名（ 集 合 研 修 35 名 ／

オ ン ラ イ ン 研 修 70 名 ）  

＊ 小 児 期・周 産 期 領 域 で 求 め ら れ る  薬 剤 師 の 働 き  ＊ 膵 臓・胆 道 の 病 気
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と 治 療  ＊ 真 の か か り つ け 薬 剤 師・薬 局 を 目 指 し て ～ 患 者・国 民 の た め

に 生 き る ～  

・第 278 回  7 月 11 日  受 講 者 数 は  88 名（ 集 合 研 修 28 名 ／ オ ン ラ

イ ン 研 修 60 名 ）： ３ 講 座  

＊ が ん ・ 認 知 症 の ト ラ ン ス レ ― シ ョ ナ ル リ サ ー チ か ら 健 康 長 寿 イ ノ ベ ー

シ ョ ン を め ざ し た 社 会 実 装  ＊ 患 者 中 心 の ポ リ フ ァ ー マ シ ー 対 策 の 実

践  ＊ 薬 剤 師 が 行 う フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト の 薬 局 、在 宅 医 療 、介 護 施

設 で の 活 用 法  

２ ） 秋 期 ： 東 京 医 科 大 学 病 院 臨 床 講 堂 を 会 場 と し て 、 10 月 と 11 月 の 2 

日 間 の 集 合 研 修 と オ ン ラ イ ン 研 修 を 併 用 し 、以 下 の 課 題 で 実 施 し ま し た 。 

・279 回  10 月 3 日：３ 講 座  受 講 者 数 は 90 名（ 集 合 研 修 21 名 ／ オ

ン ラ イ ン 研 修 69 名 ）  

＊ 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム に 関 わ る 栄 養 管 理  ＊ 2 型 糖 尿 病 の 薬 物 治 療  

Up Date ＊ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 ー こ れ ま で と こ れ か ら ー  

・280 回  11 月 7 日：３ 講 座  受 講 者 数 は 75 名（ 集 合 研 修 26 名 ／ オ

ン ラ イ ン 研 修 49 名 ）  

＊ 肺 癌 の 診 療 Update と 当 院 に お け る COVID-19 対 応  ＊ 社 会 的 処 方

と ス ポ ー ツ に よ る 健 康 づ く り  ＊ 認 知 症 予 防 と 治 療 の 進 歩 － 最 新 の 話

題 －  

② 薬 剤 師 勉 強 会  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 に 注 意 し な が ら 、 計 4 回 を 本 学 で 、 講

演 会 形 式 で 開 催 し ま し た 。参 加 者 定 員 を 180 名 と し 、大 講 義 室（ 座 席 総 数  

560 席 ） を 使 用 し て 「 三 密 」 を 避 け 、 感 染 拡 大 防 止 を 徹 底 し 、 参 加 者 の 皆

様 に は 検 温 や 手 指 消 毒 な ど に も ご 協 力 い た だ き ま し た 。  

第 79 回  9 月 26 日 （ 日 ）： ２ 講 座  

＊ 心 不 全 診 療 フ ォ ー カ ス ア ッ プ デ ー ト 2021 ＊ 肥 満 症 ・ メ タ ボ リ ッ ク   

症 候 群 ： そ の 正 し い 理 解 の た め に  

第 80 回  10 月 17 日 （ 日 ）： １ 講 座  

＊ 臨 床 推 論 ： 基 本 的 な 考 え 方 と そ の 実 践  ・ 副 作 用 か ど う か ？ を 考 え る  

・ 正 常 値 か 異 常 値 か ？ か ら 脱 却 す る   

第 81 回  11 月 14 日 （ 日 ）： １ 講 座  

＊ 今 さ ら 聞 け な い 薬 剤 耐 性 （ AMR）  ・ 微 生 物 を 制 す る 者 は 、 抗 菌 薬 を

制 す る  ・ 敵 （ 薬 剤 耐 性 菌 ） を 知 り 、 使 え る 武 器 （ 抗 菌 薬 ） を 知 る   

第 82 回 12 月 12 日 （ 日 ）： １ 講 座  ＊ あ ら た め て 漢 方 を 学 ぶ  ・ 漢 方

の 基 礎：漢 方 に お け る 疾 患 の 捉 え 方  ・現 代 医 療 と 漢 方：統 合 医 療 と し て

の 漢 方 薬 の 役 割  ・ 漢 方 薬 の 副 作 用 ： 注 意 す べ き 副 作 用 と 慎 重 投 与  

(2) 卒 業 生 と の 連 携 強 化  

コ ロ ナ 禍 に お い て 東 薬 祭 と 同 日 の 10 月 31 日 に You Tube Live に よ り

第 10 回 ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ を 開 催 し ま し た 。開 会 の 辞 、理 事 長 挨 拶 、『 コ

ロ ナ 禍 で の 東 京 薬 科 大 学 』と 題 し て の 学 長 報 告 の 後 、史 料 館 と 現 在 の キ ャ ン
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パ ス 状 況 を 映 像 で 配 信 し ま し た 。 そ の 後 、 主 要 イ ベ ン ト と し て 本 学 薬 学 部

31 回 卒 業 生 で 、武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役・日 本 管 掌 の 岩 﨑 真 人 氏

に よ る『 タ ケ ダ の グ ロ ー バ ル 化 と 自 律 型 人 材 育 成 に つ い て 』の 特 別 講 演 を い

た だ き ま し た 。併 せ て 、オ ン ラ イ ン に よ る 学 生 、卒 業 生 か ら の 多 数 の 質 問 、

学 生 時 代 の 反 省 、後 輩 へ の メ ッ セ ー ジ や 、社 会 が 必 要 と し て い る 人 材 な ど に

つ い て 、質 疑 応 答 を 通 じ 熱 く 語 っ て 戴 き ま し た 。最 後 に 東 薬 会 会 長 の 挨 拶 を

得 て 終 了 と な り ま し た 。オ ン ラ イ ン 講 演 会 の 様 子 は 現 在 も 、東 薬 You Tube

チ ャ ン ネ ル で 公 開 し て い ま す 。  

(3) リ カ レ ン ト 教 育 ・ 地 域 貢 献 活 動  

リ カ レ ン ト 教 育 ・ 地 域 貢 献 活 動 と し て 、 次 の 取 り 組 み を 実 施 し ま し た 。  

① 高 校 生 物 発 展 講 座  

高 校 理 科 教 員 を 対 象 と し て 、高 校 教 育 へ の 学 術 的 支 援 を 行 い ま し た 。本

年 度 は オ ン ラ イ ン 形 式 （ Zoom） で 2 回 実 施 し ま し た 。  

・ 第 1 回  10/29(金 )  発 生 だ け で は な い 細 胞 接 着 （ ・ 遊 走 ） が 関 わ る 現

象 － が ん ・ 免 疫 ・ 血 液 凝 固 系 疾 患 へ の 関 与 －  

・ 第 2 回  11/26(金 )  天 然 有 機 化 合 物 の 生 合 成 と 天 然 物 由 来 の 医 薬 品 ～

解 糖 系 か ら ア ミ ノ 酸 ・ ホ ル モ ン ・ ビ タ ミ ン へ ～  

② 中 高 生 対 象 の 研 究 発 表 会  

『 TAMA サ イ エ ン ス フ ェ ス テ ィ バ ル inTOYAKU2021』 を 10 月 31

日（ 日 ）に オ ン ラ イ ン 会 議 ツ ー ル「 Remo」を 使 用 し 開 催 し ま し た 。日 本

全 国 か ら 中 学 生 、 高 校 生 、 指 導 教 員 な ど 181 名 が 参 加 し 、 応 募 し た 30

校 53 件 の 演 題 の 中 か ら 、 最 優 秀 賞 で あ る 2016 年 ノ ー ベ ル 生 理 学 ・ 医

学 賞 受 賞 の 大 隅 良 典 先 生 の 名 を 冠 し た 「 大 隅 賞 」 を 選 定 し ま し た 。  

③ 地 域 貢 献 活 動  

八 王 子 市 に お け る 自 治 体 接 種 を 担 当 す る 地 元 薬 剤 師 会 の 研 修 に 複 数 の

教 員 を 派 遣 し 、 延 べ 3 日 間 に わ た り 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 調 製

（ 希 釈 、 分 注 ） の 技 術 研 修 」 を 実 施 し ま し た 。  

ま た 、男 女 共 同 参 画 講 座（ お 薬 と の 上 手 な 付 き 合 い 方 ）、八 王 子 市 民 講

座 （ 安 全 な ワ ク チ ン と 衛 生 行 政 ～ 新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン を 打 つ 前 に 知 っ て

お き た い こ と ～ ）及 び 市 民 セ ミ ナ ー（ 地 球 の 温 暖 化 を 緩 和 す る に は … ～ 微

生 物 を 活 用 し た エ コ 生 活 ～ ）に そ れ ぞ れ 講 師 を 派 遣 し 、地 域 貢 献 活 動 を 行

い ま し た 。  
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【理事会に関する主な報告】  

 

第 23 期 理 事 会  

開 催 年 月 日  
議   題  結果 

第 26 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  2021（ 令 和 3） 年 度  第 1 回 （ 第 23 期 第 9 回 ） 評 議 員 会 の 議 案 に つ い て  承 認  

4 月 20 日  2  福 島 県 沖 ・ 宮 城 県 沖 を 震 源 と す る 地 震 に 係 る 災 害 奨 学 金 の 適 用 及 び 適 用 基 準

に つ い て  

承 認  

 3  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 係 る 災 害 奨 学 金 の 募 集 継 続 に つ い て  承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  2020 年 度  事 業 報 告 （ 案 ） に つ い て   

 2  大 学 評 価 （ 認 証 評 価 ） 結 果 に つ い て   

 3  2021（ 令 和 3） 年 度  入 試 結 果 報 告 に つ い て   

 4  第 106 回 薬 剤 師 国 家 試 験 の 結 果 に つ い て   

 5  2020（ 令 和 2） 年 度  卒 業 生 の 進 路 結 果 に つ い て   

  そ の 他   

第 27 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  2020（ 令 和 2） 年 度 事 業 報 告 （ 案 ）  承 認  

5 月 18 日  2  2020（ 令 和 2） 年 度 決 算 （ 案 ）  承 認  

 3  2021（ 令 和 3） 年 度  予 算 の 一 部 修 正 に つ い て  承 認  

 4  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 常 務 会 規 程 改 正 （ 案 ）  承 認  

 5  東 京 薬 科 大 学 副 学 長 に 関 す る 規 則 改 正 （ 案 ）  承 認  

 6  東 京 薬 科 大 学 学 長 補 佐 規 程 改 正 （ 案 ）  承 認  

 7  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 寄 附 行 為 改 正 （ 案 ）  承 認  

 8  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 寄 附 行 為 施 行 細 則 改 正 （ 案 ）  承 認  

 9  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 給 与 規 則 （ 副 学 長 の 給 与 に 係 る 規 定 ） 改 正 （ 案 ）  承 認  

 10 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 組 織 図 （ 案 ）  承 認  

 11 東 京 薬 科 大 学 研 究 推 進 機 構 規 程 の 制 定 （ 案 ）  承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  コ ロ ナ ワ ク チ ン 接 種 に 伴 う モ バ イ ル フ ァ ー マ シ ー の 出 動 に つ い て   

 2  コ ロ ナ 禍 に お け る 学 内 状 況 に つ い て   

 3  工 事 の 進 捗 状 況 に つ い て   

 4  過 去 （ 2008 年 ） の 長 期 修 繕 計 画 検 討 資 料 に つ い て   

第 28 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年

5 月 23 日  

1  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 寄 附 行 為 改 正 （ 案 ） 及 び 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 寄 附 行

為 細 則 改 正 （ 案 ） に つ い て  

承 認  

  そ の 他   
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第 23 期 理 事 会  

開 催 年 月 日  
議   題  結果 

 報 告 事 項   

 1  2020（ 令 和 2） 年 度  事 業 報 告   

 2  監 事 に よ る 2020（ 令 和 2） 年 度 監 査 報 告   

 3  2021（ 令 和 3） 年 度 防 火 ・ 防 災 計 画 に つ い て   

 4  実 務 実 習 生 及 び 教 育 実 習 生 に お け る 事 前 PCR 検 査 に つ い て   

 5  女 子 中 高 生 の 理 系 進 路 選 択 支 援 プ ロ グ ラ ム の 採 択 に つ い て   

 6  コ ロ ナ ワ ク チ ン 接 種 に 伴 う モ バ イ ル フ ァ ー マ シ ー の 活 動 に つ い て   

 7  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 会 場 の 提 供 に つ い て   

 8  コ ン プ ラ イ ア ン ス 推 進 委 員 会  著 作 権 小 委 員 会 の 設 置 に つ い て   

  そ の 他   

第 29 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  2021（ 令 和 3） 年 度 予 算 の 一 部 修 正 に つ い て  承 認  

5 月 23 日   そ の 他   

第 30 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  厚 生 労 働 省 の 検 討 事 項 に 関 し て  承 認  

6 月 15 日  2  本 学 に お け る ワ ク チ ン 接 種 に つ い て  承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 に 伴 う 勤 務 時 間 の 取 り 扱 い に つ い て   

 2  モ バ イ ル フ ァ ー マ シ ー の 状 況 に つ い て   

 3  2020（ 令 和 2） 年 度 事 業 計 画 に 基 づ く 実 績 報 告 会 及 び 2021（ 令 和 3） 年

度 事 務 局 方 針 発 表 会 に つ い て  

 

 4  研 究 1・ 2 号 館 改 修 工 事 の 進 捗 状 況 に つ い て   

 5  創 立 140 周 年 記 念 募 金 に つ い て   

  そ の 他   

第 31 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  研 究 装 置 （ 生 体 分 子 間 結 合 能 評 価 装 置 ） の 購 入 に つ い て  承 認  

7 月 8 日   そ の 他   

第 32 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  中 長 期 計 画 「 TOUYAKU150」 Ver .2  最 終 案 に つ い て  承 認  

7 月 20 日  2  事 務 組 織 の 変 更 に つ い て  承 認  

 3  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 組 織 職 制 規 程 の 改 正 に つ い て （ 組 織 変 更 に 伴 う 事 務 分

掌 の 変 更 ）  

承 認  

 4  2022 年 度 重 点 事 業 及 び 予 算 編 成 の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て  承 認  

 5  私 立 大 学 ブ ラ ン デ ィ ン グ 事 業 及 び AP 事 業 の 終 了 に 伴 う 規 程 の 廃 止 に つ い て  承 認  

 6  人 事 異 動 に 伴 う 法 人 委 員 会 の 変 更 に つ い て  承 認  

  そ の 他   
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第 23 期 理 事 会  

開 催 年 月 日  
議   題  結果 

 報 告 事 項   

 1  2020（ 令 和 2） 年 度  監 事 監 査 意 見 書   

 2  2021（ 令 和 3） 年 度  監 事 監 査 計 画 書   

 3  文 部 科 学 省 通 知 ： 理 事 会 及 び 評 議 員 会 の 運 営 及 び 議 事 録 の 取 扱 い 並 び に 学 校

法 人 寄 附 行 為 作 成 例 の 改 正 に つ い て  

 

 4  後 期 卒 後 教 育 に 関 す る 報 告   

 5  キ ャ リ ア セ ン タ ー の 移 設 に つ い て   

  そ の 他   

第 33 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  2022 年 度  重 点 事 業 に つ い て  承 認  

9 月 21 日  2  東 京 薬 科 大 学 ア ド ミ ッ シ ョ ン 推 進 会 議 規 程 （ 制 定 ） に つ い て  承 認  

 3  東 京 薬 科 大 学 入 試 委 員 会 規 程 （ 制 定 ） に つ い て  承 認  

 4  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 入 学 者 選 考 規 程 （ 改 正 案 ） に つ い て  承 認  

 5  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 大 学 院 入 学 者 選 考 規 程 （ 制 定 ） に つ い て  承 認  

 6  ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ に つ い て  承 認  

 7  史 料 館 の 改 修 に つ い て （ 第 Ⅱ 期 ）  承 認  

 8  東 京 薬 科 大 学 史 料 館 規 程 （ 改 正 案 ） に つ い て  承 認  

 9  東 京 薬 科 大 学 史 料 館 客 員 研 究 員 規 程 （ 制 定 ） に つ い て  承 認  

 10 革 新 的 先 端 研 究 開 発 支 援 事 業 に お け る 大 型 機 器 の 購 入 に つ い て  承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  生 命 科 学 部 生 命 科 学 実 習 セ ン タ ー 運 営 内 規 に つ い て   

 2  東 京 薬 科 大 学 生 命 科 学 部 教 育 研 究 組 織 運 営 内 規 に つ い て   

 3  私 立 大 学 等 改 革 総 合 支 援 事 業 に つ い て   

 4  次 世 代 研 究 者 挑 戦 的 研 究 プ ロ グ ラ ム に つ い て （ JST）   

 5  広 報 活 動 の 進 捗 状 況 に つ い て   

 6  ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策 委 員 会 か ら の 報 告   

  そ の 他   

第 34 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  2022（ 令 和 4） 年 度  予 算 編 成 の 基 本 方 針 に つ い て  承 認  

10 月 19 日  2  リ ニ ュ ー ア ル 工 事 の 一 括 契 約 に つ い て  承 認  

 3  東 京 薬 科 大 学 オ ー プ ン ア ク セ ス ポ リ シ ー に つ い て  承 認  

 4  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 に お け る 基 金 ・ 募 金 取 扱 規 程 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 報 告 事 項   

 1  大 学 全 体 と 法 人 ・ 薬 学 部 ・ 生 命 科 学 部 （ 3 部 門 ） に お け る 事 業 活 動 収 支 差 額

の 年 度 別 推 移  

 

 2  ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ に つ い て   
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第 23 期 理 事 会  

開 催 年 月 日  
議   題  結果 

 3  カ リ フ ォ ル ニ ア 州 立 大 学 サ ン マ ル コ ス 校 と の 留 学 プ ロ グ ラ ム 同 意 書 に つ い て   

 4  SD 講 演 会 「 コ ロ ナ 感 染 症 に よ る 就 職 活 動 の 影 響 に つ い て 」 の 実 施 に つ い て   

 5  創 立 140 周 年 記 念 誌 の 制 作 進 捗 状 況 に つ い て   

 6  創 立 者  藤 田 正 方 先 生 の 墓 参 に つ い て   

 7  八 王 子 消 防 署 長 か ら の 感 謝 状 授 与 に つ い て   

 8  学 内 工 事 の 進 捗 状 況 に つ い て   

 9  海 外 連 携 教 育 セ ン タ ー （ 仮 称 ） 準 備 室 設 置 の 進 捗 状 況 に つ い て   

 10 危 機 管 理 に つ い て   

 11 イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 に つ い て   

  そ の 他   

第 35 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  2022（ 令 和 4） 年 度  事 業 計 画 と 予 算 編 成 に つ い て  承 認  

11 月 16 日  2  東 京 薬 科 大 学 基 金 管 理 運 営 規 程 の 改 正 案 に つ い て  承 認  

 3  東 京 薬 科 大 学 基 金 管 理 運 営 規 程 施 行 細 則 の 改 正 案 に つ い て  承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  CO₂削 減 に 向 け た 取 り 組 み に つ い て   

 2  第 10 回 東 京 薬 科 大 学 ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ の 開 催 報 告   

 3  TAMA サ イ エ ン ス フ ェ ス テ ィ バ ル i nTOYAKU2021 の 開 催 報 告   

 4  第 3 回 生 命 科 学 フ ォ ー ラ ム の 開 催 報 告   

 5  第 68 回 東 薬 祭 の 開 催 報 告   

 6  ア カ デ ミ ッ ク ス ト リ ー ト （ 研 究 4 号 館 1 階 ） の 設 置 に つ い て   

 7  リ ニ ュ ー ア ル 工 事 の 進 捗 状 況 に つ い て   

  そ の 他   

第 36 回 理 事 会  協 議 事 項   

2021（ 令 和 3） 年  1  永 年 勤 続 者 の 表 彰 に つ い て  承 認  

12 月 21 日  2  東 京 薬 科 大 学 の 研 究 活 動 に お け る 不 正 行 為 等 に 関 す る 規 程 の 改 正 案 に つ い て  承 認  

 3  人 を 対 象 と す る 医 学 ・ 薬 学 並 び に 生 命 科 学 系 研 究 倫 理 規 程 の 改 正 案 に つ い て  承 認  

 4  基 金 ・ 募 金 管 理 運 営 委 員 会 規 程 の 制 定 に つ い て  承 認  

 5  基 金 ・ 募 金 管 理 運 営 委 員 会 の 設 置 に つ い て  承 認  

 6  次 年 度 の 卒 後 教 育 講 座 及 び 薬 剤 師 勉 強 会 に つ い て  承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  新 型 コ ロ ナ ワ ク チ ン 追 加 接 種 （ 3 回 目 接 種 ） に 係 る 職 域 接 種 に つ い て   

 2  理 事 業 務 の 執 行 状 況 報 告   

 3  学 校 法 人 ガ バ ナ ン ス 改 革 会 議 報 告 書 に つ い て   

 4  創 立 140 周 年 記 念 誌 の 発 行 と 配 付 先 に つ い て   
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 5  他 人 の 著 作 物 の 利 用 に 関 す る 案 内 に つ い て   

  そ の 他   

第 37 回 理 事 会  協 議 事 項   

2022（ 令 和 4） 年  

1 月 18 日  

1  未 来 医 療 創 造 人 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト BUTTOBE 採 択 学 生 に 関 す る 規 程 案 に つ

い て  

承 認  

 2  未 来 医 療 創 造 人 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト BUTTOBE 採 択 学 生 の 研 究 助 成 金 に 関 す

る 取 扱 規 程 案 に つ い て  

承 認  

 3  2022（ 令 和 4） 年 度  第 23 期  常 任 理 事 会 ・ 理 事 会 ・ 評 議 員 会  日 程

（ 案 ） に つ い て  

承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  東 京 薬 科 大 学 ス ピ リ ッ ツ 賞 に つ い て   

 2  法 人 委 員 会 に つ い て   

  そ の 他   

第 38 回 理 事 会  協 議 事 項   

2022（ 令 和 4） 年  1  2022（ 令 和 4） 年 度  事 業 計 画 （ 案 ） に つ い て  承 認  

2 月 15 日  2  2022（ 令 和 4） 年 度  収 支 予 算 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 3  2023（ 令 和 5） 年 度  両 学 部 入 学 試 験 概 要 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 4  2023（ 令 和 5） 年 度  学 納 金 及 び 入 学 検 定 料 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 5  東 京 薬 科 大 学 大 学 院 学 則 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 6  東 京 薬 科 大 学 ク ロ ス ・ ア ポ イ ン ト メ ン ト 制 度 に 関 す る 規 程 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 7  ハ ラ ス メ ン ト 防 止 の た め の ガ イ ド ラ イ ン （ 指 針 ） の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 8  ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策 委 員 会 規 程 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 9  ハ ラ ス メ ン ト 相 談 員 細 則 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 10 東 京 薬 科 大 学 名 誉 教 授 の 称 号 授 与 に つ い て  承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  リ ニ ュ ー ア ル 工 事 の 進 捗 状 況 に つ い て   

 2  入 学 試 験 状 況 及 び 就 職 状 況 に つ い て   

  そ の 他   

第 39 回 理 事 会  協 議 事 項   

2022（ 令 和 4） 年  1  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 寄 附 行 為 の 変 更 （ 案 ） に つ い て  承 認  

3 月 3 日  2  2022（ 令 和 4） 年 度  法 人 事 業 計 画 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 3  薬 剤 師 の 養 成 及 び 資 質 向 上 等 に 関 す る 本 学 の 対 応 に つ い て  承 認  

 4  副 学 長 の 任 命 に つ い て  承 認  

 5  私 大 協 役 員 賠 償 責 任 保 険 制 度 へ の 加 入 に つ い て  承 認  

 6  第 23 期 第 10 回 評 議 員 会 の 議 案 書 （ 案 ） に つ い て  承 認  
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 7  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 災 害 奨 学 生 規 程 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 8  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 一 般 奨 学 生 規 程 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 9  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 緊 急 時 奨 学 生 規 程 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 10 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 女 子 学 生 寮 寮 則 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 報 告 事 項   

 1  2021（ 令 和 3） 年 度  法 人 事 業 報 告 書 の 作 成 に つ い て   

  そ の 他   

第 40 回 理 事 会  協 議 事 項   

2022（ 令 和 4） 年  1  2022（ 令 和 4） 年 度  事 業 計 画 （ 案 ） に つ い て  承 認  

3 月 20 日  2  2022（ 令 和 4） 年 度  収 支 予 算 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 3  2023（ 令 和 5） 年 度  学 納 金 及 び 入 学 検 定 料 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 4  学 部 学 則 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 5  国 際 教 育 研 究 セ ン タ ー の 設 置 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 6  国 際 教 育 研 究 セ ン タ ー 規 程 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 7  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 組 織 職 制 規 程 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 8  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 給 与 規 則 （ 職 務 手 当 ） の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 9  学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 公 印 規 程 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 10 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 勘 定 科 目 規 程 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  承 認  

 11 文 部 科 学 省 「 ウ ィ ズ コ ロ ナ 時 代 の 新 た な 医 療 に 対 応 で き る 医 療 人 材 養 成 事 業

（ 感 染 症 対 策 関 連 機 器 の 導 入 ）」 採 択 に 伴 う 本 学 取 組 に つ い て  

承 認  

  そ の 他   

 報 告 事 項   

 1  薬 剤 師 の 養 成 及 び 資 質 向 上 等 に 関 す る 本 学 の 対 応 に つ い て   

 2  2022（ 令 和 4） 年 度 入 学 試 験 状 況 及 び 2021（ 令 和 3） 年 度 就 職 状 況 に つ

い て  

 

 3  リ ニ ュ ー ア ル 工 事 の 進 捗 状 況 に つ い て   

 4  2022（ 令 和 4） 年 度  第 11 回 ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ の 開 催 に つ い て   

  そ の 他   
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Ⅲ． 財務の概要

１　決算の概要

２　経年比較  
※単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

貸借対照表 (単位：千円)

　資産の部 備　　　 考

　科　　　目 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 R3年－R2年

固定資産 26,275,454 26,576,623 26,040,796 25,722,523 24,804,741 △ 917,782

流動資産 4,055,567 4,508,131 5,043,062 5,548,285 6,987,484 1,439,200

30,331,022 31,084,754 31,083,858 31,270,808 31,792,226 521,418

　負債の部及び純資産の部 備　　　 考

　科　　目 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 R3年－R2年

固定負債 3,024,989 3,027,876 2,931,396 3,009,431 3,024,991 15,560

流動負債 1,358,206 1,346,034 1,461,115 1,299,033 1,442,159 143,126

計 4,383,195 4,373,910 4,392,511 4,308,464 4,467,149 158,685

第１号基本金 33,016,240 33,088,548 34,048,388 35,188,767 35,772,121 583,355

第２号基本金 1,000,000 1,200,000 900,000 600,000 600,000 0

第３号基本金 400,000 400,000 400,000 400,000 400,000 0

第４号基本金 553,000 556,000 556,000 566,000 579,000 13,000

計 34,969,240 35,244,548 35,904,388 36,754,767 37,351,121 596,355

繰越収支差額 △ 9,021,414 △ 8,533,704 △ 9,213,041 △ 9,792,423 △ 10,026,045 △ 233,622

計 25,947,826 26,710,844 26,691,347 26,962,344 27,325,076 362,732

30,331,022 31,084,754 31,083,858 31,270,808 31,792,226 521,418

（参考）

26,710,844 26,691,347 26,691,347 26,962,344 27,325,076 362,732

※ 純資産＝資産－負債（＝基本金＋繰越収支差額）

17,542,464 18,051,912 18,419,129 19,127,987 19,546,236 418,249

合     計

純  資  産

減価償却額の累計額

2021（令和3）年度決算の概要として、資金収支において、第2号基本金引当特定資産につい
て２億円の繰入を実施しました。また翌年度繰越支払資金は前年度と比較して約12.9億円増加
しました。事業活動収支において、基本金組入前当年度収支差額約3.6億円となり､収入が支出
を上回る決算となりました。

合　　　計

基
本
金

(1) 

負
債

純
資
産

＊ 基本金について

学校法人は、大学の教育研究その他諸活動を行うために校地､校舎､機器･備品､図書等の資産を

保有しています。それら保有資産のうち教育研究に必要な資産は、教育水準の維持向上と大学

の円滑な運営を図る観点から常に維持しなければならないことになっております。これら必要

な資産の維持状況を金額で示したものが基本金です。
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(2)　収支計算書

①資金収支計算書 (単位：千円)

  科      目 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 R3年－R2年

学生生徒等納付金収入 7,089,372 7,097,831 6,869,813 7,077,059 7,034,233 △ 42,827

手数料収入 133,417 129,460 132,146 120,300 120,103 △ 197

寄付金収入 39,353 67,361 27,692 72,899 32,520 △ 40,379

補助金収入 846,904 852,586 818,419 828,741 969,560 140,819

資産売却収入 0 469,282 94,024 0 0 0

付随事業・収益事業収入 233,963 237,128 204,722 266,516 353,858 87,342

受取利息・配当金収入 15,086 13,606 17,509 12,384 9,098 △ 3,286

雑収入 209,553 189,796 293,723 383,132 339,863 △ 43,269

借入金等収入 12,300 9,700 12,100 0 13,600 13,600

前受金収入 968,575 929,983 1,045,182 954,670 1,008,492 53,822

その他の収入 395,821 275,791 1,549,996 1,286,195 1,733,429 447,234

資金収入調整勘定 △ 1,014,328 △ 1,027,710 △ 1,112,665 △ 1,254,685 △ 1,313,290 △ 58,605

当 年 度 収 入 合 計 8,930,016 9,244,814 9,952,661 9,747,211 10,301,466 554,255

前年度繰越支払資金 3,679,968 3,968,986 4,438,315 4,815,299 5,283,165 467,866

収入の部合計 12,609,984 13,213,800 14,390,976 14,562,510 15,584,631 1,022,121

  科      目 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 R3年－R2年

人件費支出 3,761,392 3,762,917 4,033,038 3,926,649 3,823,414 △ 103,235

教育研究費支出 2,492,975 2,435,019 2,477,931 2,654,113 2,771,811 117,698

管理経費支出 520,000 531,249 618,809 580,857 590,355 9,498

借入金等利息支出 15,515 13,304 11,094 8,883 7,222 △ 1,662

借入金等返済支出 179,650 167,750 168,350 167,050 66,350 △ 100,700

施設関係支出 196,164 379,649 1,383,051 1,055,239 1,070,753 15,514

設備関係支出 249,034 361,250 328,476 393,005 354,885 △ 38,120

資産運用支出 1,127,781 1,066,760 449,669 458,935 385,399 △ 73,536

その他の支出 183,346 148,999 180,492 120,163 149,281 29,118

資金支出調整勘定 △ 84,859 △ 91,411 △ 75,233 △ 85,549 △ 216,628 △ 131,079

当 年 度 支 出 合 計 8,640,998 8,775,486 9,575,677 9,279,345 9,002,840 △ 276,505

翌年度繰越支払資金 3,968,986 4,438,314 4,815,299 5,283,165 6,581,790 1,298,625

支出の部合計 12,609,984 13,213,800 14,390,976 14,562,510 15,584,631 1,022,121

  収入の部

  支出の部

資金収支計算書は、大学の１年間の活動状況をお金の動きで捉えたものです。

施設・設備の取得や借入金(負債)等をも含めた 当年度の諸活動に対応するものはすべて計上

します。年度末に支払資金（いつでも引き出すことができる現金預金)がいくらあるかを表し

ます。
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(単位：千円)

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 R3年－R2年

7,089,372 7,097,831 6,869,813 7,077,059 7,034,233 △ 42,827

133,417 129,460 132,146 120,300 120,103 △ 197

5,491 25,391 1,877 4,491 4,033 △ 458

33,731 40,839 23,815 19,245 15,717 △ 3,528

841,669 821,445 788,664 787,968 756,509 △ 31,459

233,963 237,128 204,722 266,516 353,858 87,342

209,553 189,796 293,723 383,132 328,363 △ 54,769

8,547,198 8,541,890 8,314,760 8,658,711 8,612,816 △ 45,895

3,761,392 3,762,917 4,033,038 3,926,649 3,823,414 △ 103,235

2,492,975 2,435,018 2,477,931 2,654,113 2,771,811 117,698

520,000 531,249 618,809 556,544 568,016 11,472

6,774,368 6,729,184 7,129,778 7,137,306 7,163,240 25,934

1,772,830 1,812,706 1,184,982 1,521,405 1,449,576 △ 71,829

140,570 25,949 △ 32,005 △ 55,270 182,962 238,232

1,913,401 1,838,655 1,152,977 1,466,135 1,632,538 166,403

130 1,130 2,000 49,162 12,770 △ 36,392

5,235 31,141 29,755 40,773 213,051 172,278

360,808 94,024 0 200,000 200,000

108,474 1,250,000 900,000 1,150,000 250,000

5,365 501,553 1,375,779 989,935 1,575,821 585,886

196,164 379,649 1,383,051 1,069,641 1,070,753 1,112

249,034 361,250 328,476 393,004 354,885 △ 38,119

860,000 780,000 200,000 200,000 200,000 0

0 0 0 0 9,530 9,530

1,305,199 1,520,899 1,911,527 1,662,645 1,635,167 △ 27,478

△ 1,299,834 △ 1,019,346 △ 535,748 △ 672,710 △ 59,346 613,364

10,258 △ 41,433 4,874 △ 12,455 △ 86,290 △ 73,835

△ 1,289,576 △ 1,060,779 △ 530,874 △ 685,165 △ 145,636 539,529

623,824 777,876 622,103 780,970 1,486,902 705,932

12,300 9,700 12,100 0 13,600 13,600

201,034 194,670 240,861 203,514 185,426 △ 18,088

213,334 204,370 252,961 203,514 199,026 △ 4,488

15,086 13,606 17,509 12,383 9,098 △ 3,285

228,421 217,976 270,470 215,897 208,124 △ 7,773

179,650 167,750 168,350 167,050 66,350 △ 100,700

267,781 286,760 249,669 258,935 185,399 △ 73,536

100,280 58,710 85,698 37,310 60,300 22,990

547,712 513,220 503,717 463,295 312,049 △ 151,246

15,515 13,304 11,093 18,792 20,031 1,239

563,227 526,524 514,810 482,087 332,080 △ 150,007

△ 334,806 △ 308,548 △ 244,340 △ 266,190 △ 123,956 142,234

△ 334,806 △ 308,548 △ 245,118 △ 313,104 △ 188,277 124,827

289,018 469,328 376,985 467,866 1,298,625 830,759

3,679,968 3,968,986 4,438,315 4,815,299 5,283,165 467,866

3,968,986 4,438,314 4,815,300 5,283,165 6,581,790 1,298,625

支払資金の増減額（小計+その他の活動資金収支差額）

前年度繰越支払資金

翌年度繰越支払資金

その他の活動による資産運用支出

その他の活動によるその他の支出

小計

借入金等利息支出　他

その他の活動資金支出計

    差引

小計（教育活動資金収支差額+施設整備等活動資金収支差額）

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

借入金等収入

その他の活動によるその他の収入

小計

受取利息・配当金収入

その他の活動資金収入計

支
出

借入金等返済支出

その他の活動資金収支差額

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
入

施設設備寄付金収入

施設設備補助金収入

施設設備等活動資金収入計

支
出

施設関係支出他

設備関係支出

施設整備等活動による資産運用支出

施設整備等活動資金支出計

施設整備等補助金返還支出

教育活動資金支出計

施設整備等活動資金収支差額

    差引

  調整勘定等

教育活動資金収支差額

    差引

   調整勘定等

特定資産取崩収入

施設設備売却収入

②活動区分資金収支計算書

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科目

収
入

学生生徒等納付金収入

手数料収入

特別寄付金収入

一般寄付金収入

経常費等補助金収入

付随事業収入

雑収入

教育活動資金収入計

支
出

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

活動区分資金収支計算書は資金収支計算書の附属表となり、すべての収入と支出が表示されている資金収支計算書を、

①教育活動、②施設整備等活動及び③その他の活動の三つの活動区分にそれぞれ分類したものが活動区分資金収支計

算書となります。企業会計のキャッシュフロー計算書とほぼ同様の計算目的を持つもので、どの活動から資金を獲得

し、どの活動に資金を使用したか学校の「資金体質」を表します。
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③事業活動収支計算書 (単位：千円)

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

学生生徒等納付金 7,089,372 7,097,831 6,869,813 7,077,059 7,034,233 ※ 1

手数料 133,417 129,460 132,146 120,300 120,103

寄付金 48,225 77,630 37,492 43,228 36,238

経常費等補助金 841,669 821,445 788,664 787,968 756,509 ※ 2

付随事業収入 233,963 237,128 204,722 266,516 353,858

雑収入 209,553 189,796 293,723 383,132 328,363

教育活動収入計 8,556,200 8,553,290 8,326,560 8,678,203 8,629,303

人件費 3,802,986 3,824,466 3,989,946 3,969,671 3,897,022 ※ 3

教育研究経費 3,538,050 3,436,278 3,487,682 3,719,022 3,904,443 ※ 4

（内減価償却額） 1,039,077 993,014 1,000,710 1,049,115 1,119,980

管理経費 745,938 760,957 842,503 757,852 782,643 ※ 5

（内減価償却額） 222,934 226,554 221,739 197,609 199,457

徴収不能額等 0 0 0 0 0

教育活動支出計 8,086,976 8,021,701 8,320,131 8,446,545 8,584,108

469,224 531,589 6,429 231,658 45,195 (a)

受取利息・配当金 15,086 13,605 17,509 12,383 9,098

その他の教育活動外収入 0 0 0 0 0

15,086 13,605 17,509 12,383 9,098

借入金等利息 15,515 13,304 11,094 8,882 7,222

その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0

教育活動外支出計 15,515 13,304 11,094 8,882 7,222

△ 429 301 6,415 3,501 1,877 (b)

468,795 531,890 12,844 235,159 47,072 ※ 6

資産売却差額 0 225,964 0 0 0

その他の特別収入 48,234 122,696 93,537 178,269 334,560

特別収入計 48,234 348,660 93,537 178,269 334,560

資産処分差額 3,578 14,733 23,079 15,319 6,090

その他の特別支出 102,800 102,800 102,800 127,113 12,809

特別支出計 106,378 117,533 125,879 142,432 18,899

△ 58,144 231,127 △ 32,342 35,837 315,661

410,650 763,017 △ 19,498 270,996 362,732 ※ 7

△ 397,327 △ 275,307 △ 659,840 △ 850,378 △ 596,354

13,323 487,710 △ 679,338 △ 579,382 △ 233,622

△ 9,034,737 △ 9,021,414 △ 8,533,703 △ 9,213,040 △ 9,792,423

0 0 0 0 0

△ 9,021,414 △ 8,533,704 △ 9,213,041 △ 9,792,422 △ 10,026,045

8,619,521 8,915,556 8,437,607 8,868,856 8,972,961 ※ 8

8,208,870 8,152,539 8,457,104 8,597,860 8,610,229 ※ 9

※1 学生生徒等納付金とは、学生からの授業料､入学金､施設費などの収入です。

※2 経常費等補助金は国庫補助金で､学生生徒等納付金に次ぐ収入源となっています。
※2 なお、新会計基準では施設設備に係る補助金については、特別収入となります。
※3 人件費は､教職員の給与･期末手当･退職金等の支出となります。

※4 教育研究経費とは､教育研究活動に必要なすべての諸経費です。

※5 管理経費とは、総務や経理など法人業務や学生募集の経費などです。
※6 経常収支差額は、教育活動収支差額(a)と教育活動外収支差額(b)の合計です。
※6 教育事業を中心とした経常的な収支のバランスを表します。
※7 基本金組入前当年度収支差額は、大学が運営する事業活動の収入の合計（※8）から事業活動の支出の合計

基本金組入前当年度収支差額

教
育
活
動
収
支

経常収支差額

特
別
収
支

収
入

支
出

特別収支差額

教
育
活
動
外
収
支

収
入

教育活動外収入計

支
出

教育活動外収支差額

収
入

科    目

支
出

教育活動収支差額

（※9）を差し引いた、実質的な当期利益です。

事業活動支出計

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

事業活動収入計

事業活動収支計算書は学校法人の経営状況が健全であるかどうかを示すもので､いわば企業会計の損益計算

書にあたるものです。事業活動収入の合計が企業会計でいう収益で、事業活動支出の合計が費用にあたり

ます。

この事業活動収支差額が基本金組入前当年度収支差額となります。また、そこから資産の取得（施設･設備

の購入）相当額等を基本金組入額として控除した額を当年度収支差額としています。
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３　本法人の主な財務比率

-1

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

基本金組入前当年度収支差額

事業活動収入

事業活動支出
事業活動収入-基本金組入額

学生生徒等納付金
経常収入

人件費
経常収入

教育研究経費
経常収入

管理経費
経常収入

流動資産
流動負債

総負債
純資産

純資産
総負債+純資産

教育活動資金収支差額
教育活動資金収入計

8.5% -0.2%

96.8% 108.7%

82.8%

18.9%

4.0%

102.7%

81.4%

45.1%

45.1%

21.5% 13.8%

9.0%

484.5%

16.3%

85.9%

82.3%

85.9% 85.8%

44.6% 47.8%

40.1% 41.7%

教育活動資金収支差額の教育活動収入に占める割合を示し、学校法人の本業である「教育活動」でキャッシュフローが生み出せている
かを測る比率です。

3.0%

104.7%

81.4%

45.6%

42.7%

8.8%

427.1%

15.9%

86.2%

16.9%

298.6%

16.9%

85.6%

22.4%

4.8%

99.9%

8.8% 10.0%

44.4%

41.3%

8.7%

334.9% 345.1%

16.3% 16.4%

82.7%

教育活動資金収支差額比率

事業活動収支差額比率

基本金組入後収支比率

学生生徒等納付金比率

人件費比率

教育研究経費比率

流動比率

負債比率

管理経費比率

純資産構成比率

流動比率

負債比率

純資産構成比率

教育活動資金収支差額比率

教育研究経費比率

管理経費比率

事業活動収支差額比率

【財務関係比率について】

基本金組入後収支比率

学生生徒等納付金比率

人件費比率

事業活動収入に対する基本金組入前の当期収支差額が占める割合で、この比率がプラスで大きいほど自己資金が充実し、財政面での将
来的な余裕につながるものです。

事業活動収入から基本金組入額を控除した額に対する事業活動支出が占める割合を示す比率です。一般的には、収支が均衡する100％
前後が望ましいと考えれるが、臨時的な固定資産の取得等の影響により、一時的に比率が上昇する場合があります。

学生生徒等納付金の経常収入に占める割合を示す比率です。学校法人の事業活動収入の中で最大の割合を占めており、外部要因に影響
されることの少ない重要な自己財源であることから、この比率が安定的に推移することが望ましいとされています。

人件費の経常収入に占める割合を示す比率です。人件費は学校における最大の支出要素であり、この比率が適正水準を超えると経常収
支の悪化に繋がる要因ともなります。

教育研究経費の経常収入に占める割合を示す比率です。教育研究経費は教育研究活動の維持・充実のために不可欠なものであり、収支
均衡を失しない範囲内で高くなることが望ましいとされています。

管理経費の経常収入に占める割合を示す比率です。管理経費は教育研究活動以外の目的で支出される経費であり、学校法人の運営のた
め、ある程度の支出はやむを得ないものの、比率としては低い方が望ましいとされています。

流動負債に対する流動資産の割合を示す比率です。1年以内に償還又は支払わなければならない流動負債に対して、現金預金及び1年以
内に現金化が可能な流動資産がどの程度用意されているかという短期的な支払能力を判断する重要な指標のひとつで、一般的には
200％以上であれば優良とみなされます。

他人資金と自己資金との割合で、他人資金である総負債が自己資金である純資産を上回っていないか測る指標であり、100％以下で低
い方が望ましいとされています。

純資産の「総負債及び純資産の合計額」に占める構成割合で、学校法人の資金の調達源泉を分析する上で、最も重要な指標です。この
比率が高いほど財政的には安定しており、逆に50％を下回る場合は他人資金が自己資金を上回っていることを示します。
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